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た
柄
。
念
会
、
報
酬
の
改
定
も
必
要

だ
が
、
団
の
装
備
充
実

K
意
を
尽
〈
す
べ
き
で
は
な
い
か
a

さ
ら
に
自
答
団

に
脅
す
る
助
成
、
自
雄
官
団
を
含
め
て
の
団
の
再
編
成
K
つ
い
て
検
討
さ
れ
た

F 

加
旨
の
要
望
が
念
さ
れ
ま
し
た
。

議
案
第
十
三
号
に
つ
い
て
は
災
害
等
の
見
舞
金
が
増
額
さ
れ
て

h
v
bま
す

が
プ
復
旧
資
金
の
貸
付
制
度
に
つ
い
て
検
討
さ
れ
た
い
旨
の
要
望
が
念
さ
れ

量

ιた。
議
案
第
二
十
一
二
号
に
つ
い

τは
、
観
光
協
会
は
市
授
か
え
官
長
と
し
て
再
建

の
た
め
発
足
を
み
た
が
‘
詑
摘
み
国
の
問
題
等
が
指
摘
さ
れ
て

h
v
b、
今
後

十
分
念
る
指
導
を
行
い
、
宮
市
民
ぐ
る
み
の
一
観
光
推
進
体
制
の
擁
立
K
努
力
さ

れ
た
い
e

也
仙
台
、
学
韓
統
合

κつ
怖
い
て
駐
三
西
一
一
師
中
の
建
設
v
h
I
b
市
民
の
中
に
動

揺
も
感
じ
ら
れ
、
今
後
種
々
の
問
題
が
出
で
ぐ
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
慎
重

鮮
制
処
さ
れ
た
い
百
の
要
望
が
恋
さ
れ
ま
し
た
。

以
上
の
強
い
要
望
諸
点
wh
つ
い
て
は
‘
質
震
の
中
で
帯
当
局
よ
り
今
後
行

政
執
行
K
あ
た
h
d
十
分
考
慮
す
る
旨
の
答
弁
が
あ
・
9
ま
し
た
。

以
上
、
審
査
の
概
要
を
御
報
告
南
申
し
上
げ
‘
満
場
の
御
賛
同
を
hw
願
い
い

た
し
合
し
て
・
総
務
委
員
会
の
報
告
を
終
り
ま
す
e

ハ
拍
手
V

O
議
募
〈
吉
田
勇
治
郎
君
)
以
上
で
‘
委
員
長
の
報
告
を
絡
h
M
J

ま
す
r

議
員
長
報
告
に
対
す
る
質
疑

-4 ..... 

た
だ
い
を
の
委
員
長
報
告
K
つ
い
て
御
質
疑
を

。
議
畏
(
吉
田
勇
治
郎
君
〉

願
い
ま
す
e

o
一
八
番
ハ
渡
辺
箪
治
郎
君
〉
議
案
第
十
号
、
十
一
号
K
関
連
し
て
の
質
疑

で
す
が
‘
市
安
が
行
政
機
構
の
改
革
を
提
案
し
、
施
政
方
針
の
中
で
「
社
会

情
勢
K
即
応
し
た
行
政
鑑
識
、
複
雑
多
様
化
す
る
信
事
務
処
理
の
合
理
化
及
び

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
る
」
と
い
う
と
と
が
行
政
機
構
を
改
草
し
た
市

長
の
趣
旨
と
い
い
合
ナ
か
、
そ
う
い
?
と
と
が
施
政
方
針
の
中
で
出
さ
れ
て

¥ 



/ 

i

，、証

ず
い
る
わ
け
で
サ
が
1

社
会
情
勢
K
即
応
し
た
と
い
う
よ
う
念
と
と
‘
か
念

b

、
抽
象
的
な
言
葉
で
出
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
す
よ
ね
&
ど
う
い
ラ
役
会
情
勢
に

即
応
し
た
の
か
。
そ
れ
か
ら
そ

μ
K
即
応
す
る
行
政
組
織
が
な
ぜ
必
要
事
悼
の

品
か
。
そ
れ
か
ら
複
雑
多
様
化
す
る
事
務
処
理
一
体
と
れ
は
ど
う
同
う
と
と
念

一
の
か
e

そ
う
い
う
問
題
が
だ
だ
言
葉

r

の
上
で
は
合
漣
化
と
凶
う
ふ
う
K
出
さ

れ
て
か
り
ま
寸
が
?
具
体
的

κど
う
い
ろ
ζ
と
な
の
か
。
及
び
住
民
サ

i
ピ

、
ス
の
向
上
を
図
る
手

〈
一
「
委
員
持
報
告
に
対
す
る
質
問
じ
晶
す
な
加
£
」
と
呼
ぶ
者
あ

b
〉

O
議
畏
〈
古
ロ
図
勇
治
郎
君
)
発
言
中
で
す
が
内
静
粛
K
願
い
ま
す
の

委
員
長

κ対
十
る
質
問
で
す
か
ら
e

最
後
の
趣
旨
が
わ
か
も
な
い
で
す
ね
‘

ハ
「
継
続
、
、
継
続
」
と
呼
ぶ
者
多
-
・
9
)

。
議
畏
〈
吉
田
勇
治
路
一
君
〉
発
言
継
続
し
重
す
P

0

一
八
番
〈
渡
辺
憲
治
郎
君
》
一
委
員
畏

K
対
す
る
脅
疑
を
始
め
た
わ
け
で
す
e

は
っ
き
り
じ
て
刷
る
わ
け
で
す
よ
e

た
だ
務
長
が
そ
う
い
う
絡
政
方
針
で
述

べ
ら
れ
た
£
ラ
念
ζ

と
が
委
員
会
で
も
q

て
十
分
討
議
さ
れ
た
の
か
と
い
う
ノ

ζ

と
を
委
員
長

κ質
問
し
て
い
る
わ
け
で
す
。

0
総
務
常
任
委
員
間
戸
ハ
栗
原
一
雄
君
〉
そ
の
問
題

κ
つ
き
ま
し
て
蚊
十
二
分

κ検
討

さ

れ

重

し

た

。

ー

(
「
了
解
.
了
解
」
と
呼
ぶ
者
一
あ

b
v

。
議
長
ハ
吉
田
勇
治
郎
君
〉
他

κ御
質
疑
ど
ざ
加
ま
せ
ん
か

oil-御
一
質
疑

、
念
し
と
認
め
主
ナ
e
F

以
上
で
‘

4

質
疑
を
終
結
い
た
し
ま
す
。

論

討

。
論
概
要
ハ
古
血
隠
勇
治
郎
君
〉

と
れ
主
h
y
討
論
K
入
り
ま
す
。

ーも
F 

J 

入、

一，

v 

通
告
が
あ
り
ま
す
の
で
‘
嘗
時
発
奮
を
許
し
ま
す
e

一
八
番
渡
辺
章
治
一
郎
君
e

畳
壌
願
加
重
ず
e

ご
ん
番
議
員
渡
辺
軍
治
郎
君
登
壇
〉

0

一
八
番
〈
渡
辺
軍
治
郎
君
)
私
は
.
議
案
第
十
号
館
山
市
行
政
綴
織
条
例

の
制
定
に
反
対
ナ
る
討
論
を
行
い
ま
す
@

ζ

の
行
政
組
織
、
条
例
は
帝
E
F
公
室
.
総
務
部
，
民
生
部
、
経
務
部
の
一
室

一
一
一
部
を
新
た
に
設
置
す
る
も
め
で
す
が
‘
そ
の
根
拠
は
市
盟
択
の
管
理
構
限
を

部
臣
官
K
与
え
.
上
か
ら
の
統
制
を
強
化
す
る
た
め
の
機
構
改
革
で
あ
る
と
い

う
と
と
で
あ

b
ま
す
e

、
市
兵
は
、
費
獲
の
中
で
市
突
の
方
針
を
ず
み
ず
み
ま
で
徹
底
す
る
た
め
に

は
強
力
念
統
制
権
が
な
け
れ
ば
念
ら
念
い
と
い
弓
て
い
ま
寸
。
要
令
る
に
と

の
組
織
条
例
改
定
の
自
的
信
、
市
一
嬰
一
の
管
裂
統
制
を
強
化
す
る
以
外
の
も
の

で
ば
あ
h
y
ま
せ
ん
。
施
政
方
針
で
ば
社
会
館
m
穂

K
照
応
し
た
行
政
組
織
、
ま

た
複
雑
多
様
化
す
る
事
務
処
理
の
合
理
化
及
び
市
民
サ

1
ピ
ヌ
の
向
上
を
図

る
た
め
の
行
政
組
織
条
例
を
帯
た
伊
丹
制
定
し
た
と
加
q

て
仇
垂
ナ
。
と
れ
を

市
民
と
の
関
係
モ
見
る
念
ら
‘
そ
れ
ぞ
れ
に
対
応
す
る
各
謀
を
充
実
す
る
か
‘

課
を
新
殺
す
る
と
と
が
合
理
的
で
あ
4

て
1

課
の
上
K
部
を
設
け
て
統
制
を

強
化
す
る
と
と
は
行
監
事
務
を
複
雑
ル
ル
し
‘
麗
上
麗
を
重
ね
る
非
民
主
街
也
弘

行

政

と

曾

わ

ざ

る

を

得

ま

せ

ん

。

、

F

-
4
q

て
‘
議
案
第
十
号
館
山
市
行
政
組
織
条
例
の
制
定
K
反
対
す
る
も
の

で
あ
り
量
す
。

次
K
，
私
は
議
集
第
十
一
号
館
山
市
職
員
給
与
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
の
制
定

κ反
対
の
討
論
を
行
い
ま
す
d

ζ

の
給
与
条
例
の
一
部
改
正
位
、
議
案
第
十
号
の
組
融
条
例
の
改
定
と
一

体
の
も
の
で
、
‘
務
長
公
家
畏
.
総
務
部
居
可
決
生
部
持
‘
経
群
部
夷
職
の
格

-5-

r 



づ
け
を
狩
唱
え
も
の
で
す
が
.
第
一
条
で
管
理
戦
手
当
を
苔
A
H
の
十
か
ら
百

分
の
十
五

K
引
き
上
げ
、
別
表
一
の
行
政
戦
給
料
表
K
脇
村
一
等
級
を
新
た

K

加
え
ι

管
理
職
の
優
遇
措
置
を
図
q

て
い
ま
す
e

市
帽
択
は
‘
い
ま
ま
で
阿
つ
の
錬
を
統
合
し
)
楳
畏
減
ら
し
の
合
理
化
で
Z
A

件
費
の
閤
滅
を
し
て
き
ま
し
た
。

t
m
畏
は
人
件
費
K
つ
加
て
直
近
土
位
に
移

行
す
る
の
で
‘
そ
の
績
は
少
な
や
c
弁
明
し
て
べ
?
を
・
す
が
川
新
た

K
部
聖
職

金
額
け
る
ζ

と
に
£
r
q

て
諜
喪
職
の
補
充
も
あ

b
、
定
期
昇
給
、
賞
与
‘
動

'
勉
手
説
明
‘
退
職
金
等
今
後
の
給
与
を
総
合
的
K
見
れ
紅
、
、
鶴
田
選
職
の
給
与
拡

少
念
加
傾
K
M
U
と
ど
を
り
ま
せ
ん
e

そ
の
上
に
、
上

κ薄
〈
下
K
薄
い
と
い

り
給
与
の
ゆ
が
み
を

Z
m強
め
る
と
と
に
念
h
y
ま
す
，

と
の
給
与
条
例
の
改
定
が
市
畏
の
続
制
梅
強
化
と
結
.
ひ
つ
い
て
実
施
さ
れ

‘
る
と
と
K
は
、
市
民
感
情
か
ら
み
て
寵
め
る
わ
け

K
は
い
き
ま
せ
ん
e

主
事
て
、
組
稿
集
第
十
一
ず
号
館
山
市
職
島
民
給
与
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

一
例
の
制
定

κ反
対
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
e

。
識
壇
賞
《
曹
関
勇
治
郎
君
》
次
、
一
質
成
者
の
討
論
を
*
め
ま
す
e

八
番
松
下
正
己
君
。

ハ
A
番
畿
員
松
下
正
己
繋
葺
壇
V

《
拍
手
〉

。
八
番
(
松
下
芭
己
君
V

た
だ
い
ま
の
委
員
畏
報
告

κつ
い
て
・
脇
村
に
議
案

第
十
号
乃
車
十
}
号
K
つ
い
て
私
は
賛
成
の
討
論
を
行
加
ま
す
e

機
寮
第
十
号
館
山
市
符
臨
総
織
条
例
の
制
定

κ
つ加一

τで
す
が
‘
山
市
議
一
回
四
一

絃
r

五
十
ニ
年
説
明
樹
、
k
b
き
を
し
て
‘
施
政
方
針
の
中
で
抜
本
的
也
汚
職
犠
改
革

と
称
し
.
紡
範
躍
を
社
会
開
発
課
と
し
ヨ
者
品
皐
テ
イ
係
を
増
設
し
‘
旋
盤

謀
、
氷
議
韓
、
を
統
合
じ
て
農
水
準
諜
と
い
た
し
ま
し
た
が
1

ζ

の
機
構
改
革

の
時
点
で
は
決
し
て
被
本
的
と
ば
思
え
ず
、
と
て
も
納
得
す
る
と
と
が
で
き

ま
r

せ
ん
で
じ
た
a

、

そ
の
後
、
一
年
官
官
余
の
機
構
改
革
LK
対
し
て
前
向
き
念
研
さ
ん
を
重
ね
、

慎
重
念
思
考
の
中
で
社
会
情
勢
K
郎
事
も
た
行
政
級
機
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の

上

κ立
ヲ
た
一
公
室
、
一
二
部
舗
の
実
施
を
み
る
と
と
が
で
き
ま
し
た
巴
と
は

こ
れ
と
そ
抜
本
的
な
機
構
改
革
で
る
る
と
称
賓
の
言
葉
を
贈

b
た
い
と
患
い

ま

す

。

'

，

な
か
‘
県
下
二
十
六
市
中
大
部
分
と
も
言
え
る
市
が
都
観
を
敷
い
て
h
f
h
p
‘

本
市
が
部
制
を
敷
〈
ζ

と
に
主
唱
て
、
県
下
で

M
H
Z市
を
識
す
の
み
と
念

b

ま
ζ
と
に
棒
般
の
情
勢
を
考
え
た
通
切
念
措
置
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
合
す
。

た
だ
‘
あ
〈
ま
で
で
も
新
凱
暇
で
あ
る
と
い
う
条
件
必
中
で
、
事
務
の
合
理
化

と
、
よ
hu
円
滑
念
行
訟
の
推
進
と
い
う
点
で
ま
だ
章
者
ι
検
討
寸
ベ
き
点
も
あ

る
と
患
い
ま
ナ
@
で
、
そ
れ
ら
を
踏
ま
え
た
慎
箪
念
遥
営
を
要
寧
い
た
し
た

い

と

患

い

ま

す

?

、

次
K
.
議
案
第
十
一
一
号
館
山
市
職
員
給
与
条
例
等
の
一
部
を
改
症
す
る
条

例
の
触
定
K
つ
い
て
で
す
が
、
年
々
予
算

κ品
川
し
人
件
後
の
比
率
が
守
陣
織

を
た

E
る
£
い
傾
向
を
示
し
て
き
て
h
M

争
量
す
J

現
在
、
五
十
二
年
K
か
さ

ま
し
て
は
人
件
費
率
三
五
・
三
%
一
、
五
十
三
年
一
二
三
・
一
%
と
翁
局
の
普
心

が
見
受
け
ら
れ
主
す
結
果
が
計
数
の
中
に
示
さ
れ
て
ι
w
h
y
-
ζ

れ
ら
の
実
績

一
の
上

κ立
。

τと
の
え
び
の
特
一
等
級
を
考
え
ま
す
に
グ
脇
村
一
一
等
修
が
人
件

費
中
で
そ
お
伺
は
ど
強
柏
負
担
と
念
号
て
い
る
と
は
と
て
も
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
e

令
也
祉
な
.
一
地
道
念
事
近
上
位
と
い
う
考
え
方
の
中
宅
管
環
礁
手
当
を
一
二
%
と

-
一
些
少
K
抑
え
叫
適
切
か
つ
合
理
的
と
も
替
え
る
給
与
条
割
問
改
置
と
考
え
ら
れ

と
れ
ら
の
理
商
で
碍
案
に
つ
い
て
賛
成
を
い
た
し
量
令
が
‘
念

h

官
、
委
車
問
喪

報
告

κあ
り
ま
し
た
そ
れ
ぞ
れ
の
饗
留
を
加
味
し
て
御
検
討
〈
だ
さ
る
£
う

恥
願
い
い
刷
た
む
設
し
て
‘
酎
輸
を
終
h
y
ま
す
。
ハ
拍
手
〉

。
議
提
〈
古
田
国
勇
治
郎
君
》
以
上
で
、
通
告
者
同
作
£
る
討
簡
を
終
・
り
ま
す
・

.} 

-&嶋田
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通
告
し
念
加
議
員
で
齢
輸
は
ど
ざ
い
ま
せ
ん
か
の

i
i
討
論
念
し
と
蕗
め

垂ずの白
討
輸
を
終
結
M

れ
た
し
重
す
t

採

¥

決

。
櫨
糟
園
育
ハ
脅
函
勇
治
郎
君
)

ζ

れ
よ
h
n
採
決
い
た

ιま
す
。

量
ず
‘
畿
察
第
十
号
及
び
議
案
第
十
一
号
K
つ
い
て
起
立

κ£
り
採
決
加

え
し
愛
子
。

畿
察
第
十
号
及
び
議
案
第
十
}
停
に
つ
M
U

て
の
萎
員
畏
の
報
告
は
原
案
可

決
で
a
e
h
a
z
ナ
巴
議
案
第
十
号
及
び
議
案
第
十
一
号
を
委
員
畏
報
告
の
と
h
f

h
y
可
決
す
る
と
と

κ岨
質
成
の
緒
窓
の
起
立
を
求
め
ま
す
.

《
費
成
者
起
立
V

O
韓
掴
安
門
書
問
勇
治
郎
君
)
趨
立
多
数
で
あ
・
り
ま
す
e

よ
q

て
‘
態
実
第
十

‘
号
及
び
議
案
第
十
一
一
号
の
各
議
案
は
い
ず
れ
も
曙
禁
ど

h
v
b
可
決
さ
れ
会
し

え
e
.

、

A

j

次
川
町
で
.
蹴
鰍
案
第
十
二
号
、
議
案
第
十
三
号
及
び
議
案
曲
第
三
十
三
号
の
各

犠
集
を
一
一
括
し
て
採
決
い
た
し
4
Z

寸
a

』
議
直
康
管
十
ニ
号
、
議
案
第
十
三
号
及
び
轍
業
第
三
十
三
号
の
各
議
案
に
つ

加
で
の
委
員
置
W
O
報
告
は
原
案
可
決
で
あ
h
y
ま
す
・
議
案
第
十
ニ
号
‘
議
案

第
十
指
一
号
及
び
議
集
第
ニ
十
三
号
の
各
議
案
を
委
員
授
の
報
告
ど
か

b
可
決

'
ず
る
と
と
広
御
異
議
ど
ざ
い
を
せ
ん
か
e

ハ
「
異
議
ま
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
b
)

。
嫌
曲
党
内
省
図
鑑
完
治
郎
君
》
御
異
議
念
し
と
認
め
堂
す
b

よ
づ
て
、
議
案
第

十
二
号
、
議
察
第
十
三
号
及
び
蟻
業
第
二
十
一
日
一
号
の
各
議
案
は
柿
ず
れ
も
原

案
。
と
b
h
y
可
決
さ
ね
ま
し
た
の

蹟

東

上

議

の

。
議
置
究
ハ
嘗
凶
勇
治
郎
君
》
日
程
第
二
、
織
集
第
十
四
号
乃
至
簸
集
第
十
八

号
及
び
議
案
策
ニ
十
四
号
の
各
議
案
を
一
括
し
て
議
題
と
い
え
し
ま
す
e

議
案
第
十
四
号
館
山
市
開
毘
年
金
印
紙
購
入
義
金
の
殺
置
及
び
管
理

K

関
す
る
条
例
の
制
定
K
つ
い
て

鎗
山
市
社
会
体
育
施
設
の
殺
置
及
び
管
理

κ関
す
る
条

例
6
制
定

κつ
い
て

館
山
市
民
生
資
金
貸
付
条
例
を
廃
止
す
る
条
例
の
制
定

κ
つ
い
て

舘
山
市
奨
学
資
金
貸
付
条
例
の
山
部
を
改
正
す
る
条
例

の
制
定
K
つ
凶
て

h

輔
自
費
除
問
償
の
績
の
決
定
に
つ
い
て

昭
和
五
十
二
年
度
健
出
市
国
民
健
康
保
険
特
別
命
許
祷

毘
予
算
ハ
第
}
号
}

議
案
第
十
五
号

様
策
第
十
六
号

議
案
第
十
七
号

議
案
第
十
八
号

務
寮
霊
平
四
号

文
教
民
生
常
佳
一
義
員
長
報
告

O

犠
ak
〈
審
問
勇
治
郎
君
》
え
だ
加
量
殺
睡
と
な
h
v
ま
し
た
各
議
案
は
去
る

十
三
日
の
本
会
議
k
h
v
柿
て
文
教
誕
生
要
員
会

κ
付
託
さ
れ
た
も
の
で
あ
h
g

ま
す
。-4て‘

ζ
れ
よ
り
各
議
案

κ対
す
る
文
教
民
生
委
員
会
に
hw
け
る
場
聾

の
経
過
並
び

K
結
果
に
つ
い
て
委
員
提
の
報
告
を
求
め
ま
す
の

文
教
民
生
常
任
委
員
持
近
藤
好
繕
君
。

(
文
教
民
生
常
停
委
員
持
近
藤
好
緩
索
登
壇
》
ハ
拍
手
w

0
・
笈
教
民
生
常
任
委
員
回
世
ハ
近
畿
好
雄
君
V

'

三
月
十
一
一
一
日
の
本
定
倒
会
k

b

--7由



{

I

l

l

i

-

-

l

i

-

-

f
j
i
M付
廿
H
H川
口
昨
日
-
け
れ
リ
リ
は
は

H
Hけ
時
弘

U
H円
け
討
け
り
口
汁
叫
川
時
時
捧
持

H
1リ
ー
バ
バ
は
内
外
バ

i
z川
け
い

kHH441什
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叶
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可、
少

‘、 4
k 

き
を
し
て
文
教
民
生
委
員
会
民
付
託
さ
れ
ま
し
え
議
案
六
件
陀
つ
き
ま
し
て

S
R
+
大
尽
委
員
会
を
招
集
、
慎
重
審
査
い
た
し
重
し
た
が
、
そ
の
饗
賓
の

経
過
及
び
結
果
に
つ
い
て
御
報
告
市
七
上
げ
ま
寸
。

ま
ず
.
議
案
の
審
査
の
結
果
に
つ
川
町
て
申
し
上
げ
量
ナ
e

ー
議
案
第
十
四
号
館
山
市
借
歯
民
年
金
印
紙
隊
入
基
金
の
殺
援
及
び
管
理
K
関

す
る
条
例
の
制
定
K
つ
加
え
議
案
第
十
五
号
館
山
市
社
会
体
育
施
設
の
設

量
及
び
健
闘
還
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
加
て
、
議
案
第
十
六
号
館
山
市
民

生
資
金
貸
付
条
例
を
廃
止
す
る
条
例
の
制
定

κ
つ
い
て
、
議
案
第
十
七
号
館

山
.
市
奨
学
資
金
貸
付
条
例
の
一
部
を
改
定
す
る
条
例
の
制
定

κ
つ
い
て
‘
議

案
第
十
八
号
機
官
官
陪
僚
の
績
の
決
定
K
づ
加
支
1

議
案
第
二
十
四
号
昭
和
五

十
一
一
年
度
館
山
市
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
ハ
第
一
号
〉
に
つ
き

量
し
て
慎
重
K
審
査
加
え
し
ま
し
た
が
‘
議
案
第
十
五
号
を
除
〈
五
議
案
K

っ
き
量
し
て
低
金
員
そ
れ
ぞ
れ
探
索
ど
b
h
p
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
い
え

し
ま
し
た
が
プ
議
案
第
十
五
号
の
鎗
山
市
社
会
体
育
施
設
の
穆
置
及
び
管
還

に
関
す
る
条
例
の
制
定
K
つ
加
て
K
っ
き
圭
し
で
は
賛
成
多
数
を
も
っ
て
原

案
ど
絞
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

念
L
W

‘
審
査
の
過
程
k

b
き
ま
し
て
‘
各
委
員
£
り
き
わ
め
て
活
発
κ
m
m

疑
応
答
が
行
わ
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
が
.
特

κ各
議
案

κ対
一
し
ま
し
て
婆
望

等
が
あ
・
歩
ま
し
た
事
項
K
つ
い
て
南
申
し
上
げ
ま
す
a

議
案
第
十
五
号

κつ
き
ま
し
て
一
部
委
員
か
ら
使
飼
料
K
っ
き
圭
し
て
は

施
設
の
目
的
か
ら
し
て
翁
熱
無
料
も
し
〈
は
最
少
限
と
す
べ
き
だ
と
す
る
反

対
意
見
が
お
り
書
し
た
e

ま
た
特
K
事
故
駒

&κ
つ
い
て
の
管
理
方
法
に
対

し
‘
管
理
人
を
常
駐
さ
せ
る
と
と
及
び
使
用
南
申
し
込
み
の
街
路
化
と
‘
野
謙

一
の
場
合
使
用
時
間
で
念
〈
‘
一
試
合
と
す
る
ζ

と
K
つ
い
て
今
後
考
離
し
て

ほ
し
阿
曽
の
要
議
が
会
さ
れ
ま
し
た
。

議
案
第
十
六
号

κ
っ
き
宣
し
て
段
、
公
の
制
度
で
行

A
V

て
い
た
も
の
を
民

間
サ
イ
ド

K
移
し
、
市
民
の
簡
便
さ
を
考
慮
す
る
趣
旨
で
あ

b
ま
す
の
で
、

今
後
市
は
+
分
指
導
し
、
ぞ
の
趣
旨
を
十
分
生
か
す
主
ラ
要
望
加
え
し
ま
し

た

.d
議
案
第
二
十
四
号
K
つ
-
き
垂
し
て
は
、
将
来
の
問
題
と
い
た
し
ま
し
て
‘

上
手
念
医
者
の
か
か
り
方
、
住
民
参
加
の
連
帯
意
離
の
高
鍋
の
た
め
の
方
法
、

市
長
の
提
岨
唱
し
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
や
K
取
り

λ
れ
る
等
努
力
さ
れ
る

主
事
要
接
加
た
る
た
の
で
ど
式
加
重
す
の
、

以
上
、
審
査
の
概
要
を
御
報
告
申
し
、
上
げ
え
次
第
で
ど
ざ
い
ま
す
が
.
満

場
の
御
輯
質
問
を
hw
一
掠
凶
引
い
た
し
ま
し
て
‘
実
数
民
生
委
員
会
委
員
畏
の
報
告

を
終
り
ま
す
。
ハ
拍
手
V

O
議
要
。
〈
古
田
一
樹
勇
治
郎
慧
V

以
上
で
‘
委
員
突
の
報
告
を
終
h
9
4
Z
す
.

た
だ
加
ま
の
委
員
長
鶏
舎
に
つ
い
て
御
費
援
を
顕
加
重
す
。

御
償
療
と
ざ
い
ま
せ
ゐ
か
。

l
i御
質
疑
念
、
し
と
認
め
ま
す
。

以
上
で
、
費
撲
を
終
り
ま
す
。

-8-

討

論

。
議
畏
(
省
回
勇
治
郎
君
〉

ζ

れ
I
h
y
討
論

κ入
り
ま
す
e
t

通
告
が
あ
h
p
ま
す
の
で
、
新
田
時
と
れ
を
許
し
4
2

すの

一
八
番
渡
現
憲
治
郎
君
h

(
一
八
番
議
員
渡
辺
軍
治
郎
君
豊
壇
〉

0

一
八
番
ハ
渡
辺
軍
治
郎
君
〉
私
獄
、
義
援
第
十
五
号
鎗
出
宮
市
社
会
体
湾
施

殺
の
管
狸
K
関
す
る
条
例
の
制
定
に
反
対
す
る
討
論
を
行
加
重
ナ
。

と
の
条
例
の
第
一
条
M
U

「
市
民
の
健
康
及
び
体
お
の
向
上
並
び
に
ス
ポ
ー

ツ
の
援
輿
を
図
る
」

ζ

と
を

g
的
に
し
て
加
重
す
e

宅
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i

地
方
自
治
法
第
十
条
二
演
は
「
住
民
ば
、
法
律
の
定
め
る
+
と
と
る
K
主
り

そ
の
属
す
る
畿
通
地
方
公
共
団
体
の
役
務
の
提
供
を
ひ
と
し
〈
受
け
る
権
利

を
有
し
.
そ
の
負
担
を
分
任
す
を
晴
義
務
を
負
う
@
」
と
規
定
し
て
い
ま
す
。

体
育
施
設
は
市
民
の
税
金
で
つ
ぐ
っ
た
も
の
で
、
市
民
が
使
用
す
る
場
合

は
無
料

K
す
べ
き
で
‘
物
的
管
理
K
経
費
が
か
か
る
と
し
て
も
‘
使
用
料
は

第
一
条
の
目
的
か
ら
み
れ
ば
最
小
限

κと
ど
め
る
と
同
時

κ‘
高
校
、
一
一
版

、
小
.
中
学
生
等
差
別
を
つ
け
る
の
は
地
方
自
治
法
第
十
品
恨
の
二
項
の
規
定
か

ら
み
て
問
題
が
あ
h
p
主
ナ
。

だ
だ
し
‘
本
市
の
住
民
で
念
い
も
の
が
使
用
す
る
場
合
は
負
担
を
分
任
し

て
い
念
い
の
で
、
割
h
H

婚
し
料
金
を
徴
収
す
る
の
は
当
然
で
あ
り
ま
す
。
と

ζ

る
が
、
別
表
一
の
プ
ー
ル
の
使
用
料
に
つ
い
て
は
備
考

κ割，
b
増
し
料
金

の
記
入
が
あ
り
ま
せ
ん
の
説
明
で
は
‘
裸
で
識
別
が
困
難
な
の
で
市
外
の
も

の
が
使
用
サ
4
0
高
い
料
金

K
な
っ
て
い
る
と
い
っ
て
い
ま
す
。
と
れ
で
は
市

民
が
高
加
料
金
を
押
し
つ
け
ら
れ
る
ζ

と

κ念
り
ま
す
の
で
不
合
理
で
あ
り

ま
す
e

ま
た
、
こ
の
プ
ー
ル
と
は
対
照
的
比
尉
表
ニ
の
柔
剣
道
場
の
、
使
用
料
H
U
‘

市
民
以
外
の
利
用
者
が
念
い
と
説
明
し
て
い
る
の
に
‘
備
考
で
市
外
の
利
用

者
の
割

h
増
b
料
金
の
条
項
が
記
入
さ
れ
て
拘
ま
す
。

一
期
表
一
品
の
市
民
遺
品
駒
場
は
四
月
下
旬
K
使
用
開
始
と
い
う
の

κ‘
使
用
実

績
か
念
い
ま
ま
使
用
料
を
き
め
て
い
ま
す
。

ζ

れ
も
働
市
と
の
均
衡

ιい
ヴ

て
胤
玄
す
が
‘
他
市
に
は
そ
れ
ぞ
れ
条
件
の
遣
い
L

が
あ
り
ず
す
e

市
長
は
受

議
者
が
負
担
す
る
の
位
当
然
と
い
弓
で
凶
れ
ま
す
が
.
最
近
の
背
少
年
の
動
向

か
ら
み
て
市
民
の
体
力
づ
〈
り
、
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
を
も
っ
と
重
視
す
る
必

厳
島
問
あ
る
と
思
い
ま
す
。

、
し
た
が
っ
て
‘
と
の
条
例
第
一
条
の
目
的
‘

地
方
自
治
法
第
十
条
二
項
め

色
F丹一 一

。L

¥ 

以九品、

h

刊
し
三

綴
点
か
ら
、
議
案
第
十
五
号
館
山
市
紙
会
体
育
施
設
の
管
恕

K
関
す
る
条
例

の
制
定

K
反
対
す
る
も
の
で
あ
・
り
ま
す
。

O
議
一
白
押
〈
吉
田
勇
治
郎
君
〉

弐
三
番
必
ハ
一
戸
寿
夫
君
。

(
ヨ
一
番
議
員
宍
戸
寿
夫
君
登
壇
〉

0
三
番
〈
宍
戸
寿
夫
君
〉
私
は
、
議
案
第
十
四
号
乃
至
十
八
号
及
び
二
十
四

号
に
対
し
‘
賛
成
の
立
場
で
討
論
加
え
し
ま
す
の

ず
今
定
例
会

κhwい
て
文
教
民
生
委
員
会

κ付
託
さ
れ
ま
し
た
議
案
は
、
委

員
会
κ
h
v
い
て
慎
重

K
討
議
が
な
さ
れ
た
と
と
は
た
だ
い
ま
の
委
員
畏
報
告

に
よ
り
明
ら
か
な
こ
と
で
ど
ざ
い
ま
す
の

議
案
第
十
四
号
は
‘
館
山
市
k
h
v
け
る
国
民
年
金
事
務
の
円
滑
化
合
薗
る

た
め
の
も
の
で

d
h九
議
案
第
十
五
号
は
抽
鳩
山
市
k
b
け
る
諸
体
育
施
設
の

維
持
管
理
の
上
か
ら
条
例
の
一
本
化
は
必
要
で
あ
・
9
‘
ま
た
使
用
料
の
徴
収

K
つ
い
て
も
、
制
用
者

κ主
る
若
干
の
負
担
は
必
要
な
ζ

と
で
る
ゐ
と
患
い

ま
す
。議

案
第
十
六
号
は
‘
利
用
度
の
低
い
本
制
度
を
廃
止
し
、
社
会
福
祉
協
議

会
k
h
v
い
て
民
生
金
庫
の
運
用
を
高
め
る
た
め
昭
和
五
十
一
-
一
年
度
予
算
k

b

wて
五
十
万
円
の
織
働
金
が
用
意
さ
れ
て

h
v
b‘
低
所
得
世
帯
K
配
慮
が
槙

念
わ
れ
る
も
の
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
e

議
案
第
十
七
号
は
奨
学
資
金
制
度
の
ワ
タ
の
拡
大
で
あ
り
‘
近
来
の
経
済

状
況
K
即
応
し
た
も
の
と
し
て
歓
迎
い
た
し
ま
品
1
0

議
案
第
十
八
号
は
‘
事
故
発
生
よ

b
一
ホ
識
が
畏
引
い
た
よ
う
で
す
が
、
被

ノ
容
者
の
要
求
を
全
面
的

κ受
け
入
れ
た
も
の
で
あ
る
と
の
税
関
K
主
b
了
解

い
た
し
て
公
・
り
ま
す
e

-

一

4

、

議
案
第
二
十
四
号
は
‘
診
捷
報
酬
の
追
加
が
主
念
も
の
で
あ

h
、
市
民
の

') 

-$-:-



診
療
の
自
然
湖
加
等
K
伴
4

た
や
む
を
得
念
い
も
の
と
曲
解
し
ま
ず
。
ま
た
予

備
費

κ
つ
加
て
も
国
保
会
計
の
円
滑
念
運
用

κ必
要
な
ζ

と
で
あ
る
と
思
加

重
す
。以

上
の
点
か
ら
、
議
案
第
十
四
号
乃
至
十
八
号
、
議
案
第
二
十
四
号

κ対

し
質
成
ず
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
念
会
、
委
員
長
報
告

K
あ
り
ま
し
た
要
望

事
墳
に
つ
き
ま
し
て
は
‘
忘
れ
る
ζ

と
念
〈
御
検
討
〈
だ
さ
ゐ
主
う
要
望
い

た
じ
・
ま
し
て
j
討
論
を
幽
腐
り
ま
す
。
ハ
拍
手
}
、

O
議
畏
(
官
田
勇
冷
却
郎
君
〉
次
‘
一
五
番
辻
宙
実
君
e

2j
五
番
議
員
辻
臨
調
焚
鴬
華
壇
〉
ハ
拍
手
V

，

。
一
五
番
〈
辻
mm

実
意
》
私
は
‘
議
案
第
十
五
号
並
び
に
十
六
号
に
対
し

註
し
て
、
私
の
意
見
を
若
手
掛
申
し
述
べ
?
そ
ラ
し
て
十
五
号

K
つ
い
て
ね
一
反

対
.
十
六
号
K
合
同
て
は
質
成
の
立
場
・
9
日
明
ら
か
に
し
た
い
と
患
い
量
す
の

で
、
よ
ろ
し
〈
が
願
加
を
い
た

L
た
い
と
患
い
垂
ナ
.

館
山
市
営
市
民
球
場
の
完
成
と
館
山
市
営
五
十
メ
ー
ト
ル
プ

l
h
N
が
改
定

さ
れ
.
新
年
度
か
ら
使
用
で
き
る
よ
今

κ念
り
ま
し
た
と
と
は
一
市
民
と
し

て
歓
迎
を
い
た
す
と
と
ろ
で
ど
ざ
い
ま
す
e

そ
う
し
て
ζ

れ
に
伴
柿
ま
寸
今

回
館
山
市
社
会
体
育
施
設
の
殺
聾
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
が
議
会
に
提
案

さ
れ
、
管
瑠
選
営
を
一
元
化
し
、
利
用
者
の
立
場
か
ら
利
用
し
や
す
加
も
の

K
念
ろ
う
と
し
で
hw
る
と
と
は
館
山
市
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
の
面
か
ら
非
常

κ

喜
ば
し
怖
と
と
だ
と
恩
納
量
す
e

と
れ
を
契
醐
W
K
施
殺
の
充
実
と
遵
嘗
の
合

理
化
w
比
一
困
層
の
努
力
を
さ
れ
量
す
と
と
を
祈
念
し
て
一
や
み
ま
せ
J

向。

し
か
し
干
提
案
さ
れ
た
議
案
第
十
五
号
付
管
理
、
選
営
K
関
す
る
事
項
よ

h
m

も
使
用
料

K
関
守
る
も
の
が
主
要
念
も
の
で
ご
ざ
い
を
す
e

私
付
プ
ス
ポ
ー
ツ
の
重
要
俳
誌
を
常
に
強
調
い
た
し
て
か
・
9
ま
す
る
が
、

x¥

a
m
1
岬
ー
の
使
用
料
を
市
民
運
動
楓
明
か
ら
徴
収
す
る
と
い
う
ζ

と
は
絶
対

K
費

，
 

，
 

， 

成
し
か
ね
る
の
で
ど
ぎ
柿
ま
す
¢
し
た
が
喧
て
，

ζ
の
立
場
か
ら
撞
千
の
意

見
を
由
申
し
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
う
の
で
ど
ざ
い
ま
す
。

ま
ず
第
一
点
校
、
日
本
の
閣
は
一
九
六
四
年
東
京
オ
リ
y
J
E
Y
タ
会
議

K

急
速
に
先
進
工
業
閣
に
発
展
し
た
の
で
ど
ざ
い
ま
す
e

と
の
と
と
は
生
奮
の

協
商

κhv
い
て
機
械
化
と
オ
ー
ト
メ
化
が
進
み
農
業
、
漁
業
、
工
業
、
商
業

2

を
初
め
第
一
次
産
業
か
ら
第
三
次
産
業
の
す
べ
て
K
わ
た
っ
て
合
議
化
が
進

ん
だ
の
で
と
ざ
い
ま
す
e

生
産
部
門
だ
け
で
念
〈
.
生
活
面
で
も
槙
捗
佑
が

進
み
‘
家
庭
労
働
か
ら
婦
人
を
解
放
し
、
交
通
機
関
は
毛

I
タ
リ
ゼ

1ν

，

Y
化
さ
れ
た
の
で
と
ぎ
加
ま
す
a
a

す
者
わ
ち
、
工
業
化
社
会
は
人
簡
を
肉
体
労
働
か
ら
解
放
さ
せ
た
の
で
あ

り‘

ζ
り
ζ

と
段
同
時
托
現
代
人
の
運
動
不
足
を
招
い
た
と
言
え
る
の
で
ど

ぎ
い
ま
す
e

い
ま
私
た
ち
付
ζ

の
運
動
不
足
か
ら
職
場
で
も
‘
家
庭
で
も
の

が
れ
る
と
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
A
7
か
と
い
う
と
と
で
模
索
し
て
*
る
の
で
ど

ざ
加
ま
す
。
え
だ
ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
の
み
よ
‘
る
選
動
不
足
を
解
消
す
る
方
法

が
唯
一
の
道
と
し
て
残
さ
れ
て
シ
る
わ
け
で
ど
ざ
い
ま
す
。
-
と
の
意
味

κ
b

w
て
本
市

κhvき
ま
す
と
と
る
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
は
重
要
念
韓
国
砲
と
さ
れ
な

け
れ
ば
念
ら
設
い
と
思
う
の
で
ど
ざ
い
ま
す
の
と
の
と
と
が
第
一
の
理
由
で

ど

ざ

い

量

す

。

一

4

策
ニ
に
、
運
動
不
足
は
文
明
病
と
震
わ
れ
る
循
環
器
系
の
疾
患
を
招
き
‘

心
臓
病
.
脳
卒
中
、
高
血
圧

K
よ
り
死
亡
が
い
を
や
死
亡
率
の
過
半
数

κ遣

し
て
い
る
と
い
う
と
金
で
ど
ざ
川
町
ま
ず
の
ア
メ
リ
カ
や
西
ド
イ
ツ
の
学
者
。

報
告
K
I
h
y
主
-
す
る
と
、
ス
ポ
ー
ツ

κよ
h
y
多
ぐ
の
人
が
循
環
器
系
の
病
気

を
治
す
と
と
が
で
き
た
と
い
う
報
告
が
毒
さ
れ
て
ゐ
り
ま
す
。
し
た
が
喧
て

今
回
で
は
人
間
生
活
の
基
本
は
衣
食
住
か
ら
、
衣
食
住
プ
ヌ
ス
ヌ
ボ

1
ツ
に

る
る
と
督
わ
な
け
れ
ば
喰
ら
念
怖
の
で
む
ざ
怖
を
す
の
こ
の
と
と
位
.
十
兆

-10-
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i
守

i
i
i
1
1
4
1
1
3
1
1
4
J
1
1
7
1
J
4
J
一

1
i
1
J
A
-
-
4
1

マ

止

チ

問
K
も
遣
し
た
国
箆
匪
療
費
を
と
れ
以
上
通
加
さ
せ
傘
い
た
め
に
也
、
予
防

医
学
の
留
か
ら
も
重
要
念
ζ

と
だ
る
h
a
d
-
&
怠
舎
の
で
ど
ざ
い
量
す
a

館
山
市

の
国
最
鍵
直
属
保
険
特
別
会
計
の
市
民
負
担
の
壊
滅
へ
も
運
動
不
足
の
組
解
消
と

柄
ラ
と
と
紙
一
つ
左
が
る
一
と
患
う
の
で
ど
ざ
い
ま
す
れ
.

第
一
与
に
?
館
山
市
政
責
民
憲
章
の
第
一
κ
体
力
づ
〈
与
を
掲
げ
ョ
て
h
v
h
9
4
2

す
e

そ
し
て
昨
年
度
£

b
z
書
晶
易
一
テ
イ
係
を
設
置
し
て
‘
ヨ
き
品
広
テ
イ

づ
〈
h
?
を
市
政
の
往
と
い
だ
し
た
の
で
ど
ざ
い

a

ま
令
。
と
れ
書
で
は
ス
ポ

I

Y
M
U
少
数
の
愛
好
者
や
ナ
ぐ
れ
た
能
力
を
持
つ
人
た
ち
の
競
技
ス
ポ
ー
ツ
で

ご
ざ
凶
凹
ま
し
て
1
v
'
b
か
し
多
様
化
粧
金
κ
発
展
し
た
今
信
で
H
M
健
康
の
手
震

と
念

b
・
年
令
、
性
別
、
親
業
‘
財
産

K
関
係
念
〈
、
生
穫
を
通
じ
て
ス
ポ

ー
ツ
に
取
り
組
む
と
と
が
生
命
の
維
持
の
描
聞
か
ら
も
‘
人
権

ω一
間
か
ら
も
震

喪
K
念
噌
て
h
t
る
の
で
ど
ざ
い
ま
す
1

}

九
七
五
年
の
胃
一
l
a
y
-
ハ
十
九
カ

揺
に
主
唱
て
採
決
さ
れ
た
災
ポ
ー
グ
憲
傘
が
そ
の
と
&
を
如
実
M

作
物
語
4

て

が
る
と
思
A
7

の
で
ど
ざ
加
量
全
励
、

第
四
κ
、
し
た
が
q

て
一
ヌ
ポ

1
9
は
生
活
の
一
部
と
な
?
-
た
わ
け
で
ど
J
官

、
加
ま
す
る
か
ら
‘
港
若
男
女
が
集
ま
っ
て
一
線
に
遊
ん
だ
h
M
S
ス
ポ
ー
ツ
や

遺
品
別
を
嫌
し
む
盟
主
昌
一
品
テ
イ
で
な
け
れ
ば
念
ら
念
怖
の
で
ど
ざ
い
ま
す
。

ζ
ラ
し
た
ロ
宅
島
全
ア
ィ
、
、
ス
ポ
ー
ツ
κ
使
用
料
を
取
る
と
い
う
ζ
と
凶
判
決

し
て
主
悼
と
と
で
ば
ご
ざ
い
A
Z
せ
ん
?
割
問
曹
の
集
会
所
、
子
供
が
遊
ぷ
ζ

う

じ
た
も
の
に
だ
4

て
従
来
も
金
は
取
ら
れ
て
b
り
ま
せ
ん
の

文
化
繍
経
都
市
で
あ
る
鎗
山
市
k
b
u
n
て
‘
市
民
が
館
山
市
民
住
ん
で
沼

本
P
U

申
う
の
だ
れ
よ
り
も
£
か
弔
た
と
感
ず
る
も
の
が
あ
る
と
す
れ
ば
‘
私

は
組
突
し
い
自
然
環
境
の
中
で
自
由
に
ス
ポ
ー
ツ
が
で
き
た
と
い

9
ζ
と
で
あ

ろ
う
と
患
う
の
で
ど
ざ
い
ま
す
。
と
の
と
と
は
、
文
明
の
発
展
に
比
例
し
て

ま
す
ま
す
強
〈
念
る
も
の
と
患
わ
れ
量
寸
台
現
K
私
が
一
一
昨
年
ド
イ
ツ
を
鯖

1
1
2
f
i
-
-
4
3
1
1
1
iし

関
し
た
と
き
伊
持
、
ド
イ
ツ
ス
ポ

l
y
s
l
グ
Y
ト
の
会
畏
も
、
ス
ポ
ー
ツ
急

ぐ
し
て
人
聞
の
幸
せ
は
る
、
h
v
得
ま
い
と
M
W

う
と
と
を
強
〈
指
摘
し
て

b
b
ま

し
た
e

以
上
の
よ
う
念
観
点
κ
立
ち
ま
し
て
句
私
は
市
民
漣
動
場
か
ら
使
用
料
を

取
る
と
u
n
う
ζ
と
は
非
常
広
残
念
念
ζ
と
で
あ
h
p
‘
と
う
し
た
ζ
と
は
館
山

市
の
市
放
の
往
か
ら
も
‘
市
一
環
憲
裁
か
ら
も
?
ま
え
時
伐
の
趨
総
べ
か
ら
も
取

る
べ
き
じ
帯
い
な
い
‘
無
料
で
あ
る
べ
き
だ
と
い
ラ
ふ
う
に
思
う
の
で
ど
ざ
柄

ま
す
。そ

と
で
‘
私
は
今
回
の
条
例
氏
関
し
て
.
一
一
一
点
に
や
加
て
反
対
の
纏
由
を
一

指
摘
を
加
た
し
た
い
と
患
A

7

0

で
ど
ざ
い
合
す
。

乙
の
よ
う

K
ス
ポ
ー
ツ
は
人
間
生
活
の
碁
本
構
と
念
q

て
か

b
ま
す
。
緩

寮
第
十
五
号
の
説
明
v
h
あ
る
よ
う
に
施
設
を
維
持
管
理
し
て
柿
〈
上
て
使

用
者
に
は
若
干
の
負
担
を
じ
て
も
ら
う
と
い
う
と
と
で
段
、
使
用
料
を
徴
収

す
る
根
拠
が
あ
会
参
に
も
抽
象
的
で
あ

b
.

噌

A

トポ

l
y
の
理
念
kl欠
け
る
も
一

の
で
あ
h
y
ま
す
。

ζ

の
主
ラ
念
あ
い
ま
加
念
形
の
中
で
も
q

て
‘
他
の
市
町

村
v
h
h
w
加
で
料
金
が
徴
収
さ
れ
て
診
る
と
同
会
と
と
だ
け
に
恥
加
て
使
用
料

を
取
る
条
例
を
制
定
を
す
ふ
る
と
と
は
.
文
化
都
市
館
山
市

K
そ
ぞ
わ
な
い
も

の
で
あ
る
う
と
思
う
の
で
ご
ざ
仇
ま
ず
a

一

彰

白

色

守

二
番
目
K
.
議
案

K
も
a
e
b
ま
す
よ
う
κ
、
市
民
運
動
場
は
あ
〈
ま
で
も

市
民
選
鋤
場
で
あ

6
.
市
民
広
場
で
な
〈
て
は
念
ら
な
怖
と
患
う
の
で
ど
ざ
¥

加
ま
す
?
維
持
管
理
貨
を
按

aι
念
け
れ
ば
念
色
な
い
と
M
m

う
ζ
aと
で
あ
る

念
ら
ば
、
や
央
公
園
‘
揖
山
公
甑
‘
タ
ジ
守
タ
歯
念
ど
も
無
料
で
む
ざ
加
ま

す。

ζ
れ
ら
の
施
設
と
同
じ
よ
う
κ
市
民
運
動
場
M
U
扱
う
べ
き
で
あ
量
、
し

た
が
守
て
無
料

K
す
ゐ
の
が
翁
然
念
の
で
あ
る
う
と
患
う
の
で
あ

b
合
す
e

第
三
κ
?
閉
じ
よ
ラ
K
学
技
等
の
持
品
枚
、
運
動
場
段
無
料
で
ど
'
ざ
い
草
す
a

通";1.1-

、 r

ム

一

14~

，
R
 

、

会

、



J
 

1、

市
民
連
動
場
J

枝
一
学
校
施
設
と
問
じ
考
え
K
立
つ
べ
き
で
あ
ろ
う
と
思
ラ
の
で

ご
ざ
い
ま
す
e

以
上
の
三
点
の
一
理
由
か
ら
、
他
市
で
は
使
用
料
を
取
っ
〆
て
い
る
と
と
ろ
も

あ
る
か
ら
、
館
山
市
も
取
る
と
い
う
と
と
で
付
金
ぐ
、
使
用
料
を
取
勺
て
い

左
怖
と
ζ

ろ
も
あ
る
か
ら
.
館
山
市
川
も
取
ら
念
い
主
う

κす
る
と
柿
う
主
う

医
し
た
ら
ど
う
か
と
思
う
の
で
ど
ざ
い
4
4
す
e

そ
し
て
お
さ
且
エ
テ
ィ
‘
ス

ポ
ー
ツ
を
市
由
民
愈
章
や
絡
政
方
針
K
あ
る
ヨ
者
、
具
呉
テ
ィ
づ
ぐ
り
の
柱
K
じ

主
う
で
舷
ど
ざ
い
会
せ
ん
か
e

説
明
が
悪
〈
て
由
叩
し
わ
け
あ
h
y
ま
せ
ん
が
‘

私
の
意
見

κ満
場
の
御
賛
成
を
い
た
だ
き
骨
屯
し
て
、
よ
ろ
し

f
b願
切
を
い

た
し
た
い
£
患
う
の
で
ど
ざ
陥
れ
ま
す
。

続
き
ま
し
て
)
議
案
第
十
六
号

K
つ
M

れ
て
御
意
昆
を
融
市
む
上
げ
た
い
と
恩

納
主
す
。
館
山
市
民
生
資
金
貸
付
条
例
を
廃
止
す
る
条
例
K
つ
柿
て
若
干
の

意
見
を
由
申
し
述
べ
さ
せ
て
加
え
だ
き
た
い
&
患
う
の
で
ど
ざ
い
主
す
e

と
の
民
生
条
例

κ
つ
き
ま
七
て
俗
、
翻
案
内
の
£
う
に
昭
和
四
十
年
度
か

ら
実
施
さ
れ
た
も
の
で
ど
ざ
い
ま
す
。
な
ぜ
昭
和
問
十
年
度
会
ら
実
施
さ
れ

た
か
と
h
a
J
と
と
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
と
恩
う
の
で
ど
ざ
凶
ま
す
。
当

時
館
山
市
に
は
船
形
並
び
陀
禽
路
間
K
公
益
mm
塵
が
ど
ざ
柿
聾
し
て
‘
ひ
と
頃

は
だ
い
ぶ
市
民
か
ら
剰
期
さ
れ
て
が
唱
え
と
い
令
と
と
を
開
い
て

h
x
b
ま
す
e

し
か
し
念
が
ら
、
高
度
経
説
明
成
長
期

K
入
唱
え
間
十
年
頃
か
ら
若
手
金
融
体

制
さ
ら
に
は
福
祉
悦
金
融
と
M
W

ラ
も
の

K
対
す
る
と
と
ろ
の
考
え
方
が
変
わ
h
F

次
第
K
近
代
化
を
し
念
付
れ
ば
な
ら
な
い
。

ζ

う
し
た
観
点
K
立
ち
'
ま
し
て
。

民
生
貸
付
条
例
を
制
定
し
た
と
と
は
南
申
し
上
げ
る
を
で
も
ど
ざ
い
ま
せ
ん
e

ず
ぞ
と
で
、
今
回
ζ

の
条
例
を
欝
&
す
る
M

礼
治
た
h
y
ま

L
て
考
え
て
み
老
け

れ
ば
念
ら
老
い

cー
と
付
ブ
現
在
館
山
市
は
非
常
に
サ
ラ
金
が
多
い
と
い
う
ζ

と
が
替
わ
れ
て
会
b
ま
す
。
す
な
わ
ち
サ
ラ
9
1
T
Y
金
融
が
多
い
と
い
う

と
と
が
雷
同
わ
れ
て
も
g
b
ま
す
。
先
般
私
は
所
用
で
東
金
市
会
訪
問
し
‘
東
金

市
の
警
察
の
費
停
者
と
話
じ
た
と
き

κ-
ど
う
も
管
館
山
市
w
h
在
蝿
噂
し
た
ζ

と
が
あ
る
け
れ
ど
も
‘
館
山
市
と
い
う
の
舷
な
ぜ
暴
力
団
と
か
?
サ
ラ
金
と

か
そ
う
い
う
も
の
が
多
い
の
か
ね
。
千
葉
県
で
も
わ
れ
わ
れ
の
職
業
仲
間
。

中
で
も
館
山
市
は
非
常

K
多
い
と
一
い
う
と
と
が
指
摘
さ
れ
て
b
る
け
れ

εも

館
山
市
の
入
ば
風
光
明
開
念
環
境
の

-mkあ
q

て
非
常
に
よ
い
人
が
多
加

K

も
か
か
わ
ら
ず
ソ

ζ
う
し
た
サ
ラ

P
T
守
ン
金
融
と
い
う
も
の
が
多
い
と
柿

う
ζ
と
は
-
な
ん
か
い
ま
だ
に
う
念
ず
け
念
い
と
悼
会
話
を
し
た
の
で
あ
り
ま

，
す
け
れ
ど
も
‘
主
さ

K
と
の
認
は
一
人
の
警
察
行
政
の
担
当
者
の
み
念
ら
ず

多
〈
の
市
民
が
感
じ
て
h
v
る
と
こ
ろ
だ
と
患
ろ
の
で
あ
り
を
す
。

そ
と
々
、
今
宮
忽
A
F

し
た
サ
ラ
9
1
司

Y
金
融
と
い
う
の
は
、
福
祉
金
融

そ
し
て
務
在
名
前
の
主
う
に
低
所
得
者
の
サ
ラ
リ
ー
噌
シ
の
生
活
金
融
と

ι

て
の
あ
る
務
腐
の
役
割
を
果
し
て
い
る
か
ら
多
〈
の
利
用
者
が
る
勤
、
多
〈

の
サ
ラ
リ

F
守
Y
金
融
が
銀
山
市

κも
存
在
し
て
hw
る
も
の
と
思
う
の
で
ど

ざ
い
ま
す
e

-12-

と
の
ζ

と
峠
u
.

一
定
の
役
割
を
果
す
蕗
か
ら
位
、
私
付
評
価
す
る
商
も
あ
v

h
p
垂
す
る
け
れ
ど
も
.
し
か
し
一
方

k
b
い
て
は
新
時
等
K
と
き
ど
き
出
て

h
v
h
p
ま
す
よ
う
に
、
ザ
ラ
n
y
}
守
ン
金
融
に
よ
っ
て
非
常

K
苦
し
め
ら
れ
て

生
活
を
破
櫨
献
し
て
い
ぐ
多
〈
の
人
た
ち
が
報
道
さ
れ
て
必
る
わ
け
で
ど
ざ
い

量
す
。
館
山
市
に
が
い
て
も
私
の
身
の
回
わ
h
y
k

砕
い
て
何
人
ず
の
入
が
サ

ラ
金

K
手
を
出
し
て
、
そ
う
し
て
夜
逃
げ
を
し
老
け
れ
ば
念
ら
な
い
と
刷
会

主
会
な
と
と
で
も
q

て
、
夜
逃
げ
を
し

τし
ま
司
た
と
い
う
と
と
も
殺
っ
か

聞
い
て
訟
h
y
ま
す
e

と
の
と
と
付
非
常

κ震
要
な
問
題
で
あ
る
う
と
患
う
の

で
る
り
ま
す
。
と
れ
か
ら
サ
ラ
金
そ
の
も
の
が
制
度
と
し
て
あ
る
か
ら
安
易

K
使
う
、
安
易
に
使
う
ゆ
で
も
っ
て
高
剰

K
追
わ
れ
る
。
ぞ
ろ
し
て
そ
の
と
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事:

と
が
生
活
破
壊
K
導
ぐ
人
も
い
る
し
、
ま
た
そ
れ
を
使
司
て
生
活
を
充
実
さ

せ
る
も
の
も
多
い
か
と
思
?
の
で
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
多
〈
む
も
の
が

や
は
り
高
金
利
K
悩
ま
さ
れ
る
も
の
が
多
い
と
思
う
の
で
ど
ざ
い
ま
す
。

J

J

私
位
、
そ
う
い
う
意
味
k

b
き
ま
し
て
、
今
回
福
祉
協
議
会
に
・
砕
い
て
館

山
市
の
制
度
が
か
念

b
時
代
K
そ
「
わ
な
い
面
も
あ
る
と
い
う
ζ

と
で
も
っ

て
、
福
祉
協
議
会
K
が
い
て
ζ

れ
を
代
行
す
る
よ
う
な
形
で
運
用
七
て
い
き

た
怖
の

p

と
う
W
う
ζ

と
で
廃
止
K
な
る
わ
け
で
ど
ざ
い
ー
ま
ず
る
け
れ
ど
も
崎

私
は
い
ま
出
申
し
上
げ
ま
し
だ
よ
う

κ、
と
の
廃
止
K
よ
っ
て
民
生
貸
付
金
が

ζ

う
し
た
サ
ラ
金
を
利
用
す
る
中

κhg
い
て
生
活
を
破
壊
さ
れ
£
う
と
い
う

多
〈
の
市
民

κ有
効
に
剰
用
さ
れ
‘
そ
う
し
て
と
う
し
た
人
た
ち
が
サ
ラ
金

を
倦
h
y
る
ζ
と

κよ
っ
て
生
活
破
接
が
館
山
市

κは
金
〈
な
い
ん
だ
。
と
う

い
う
£
う
念
形
で
運
営
さ
れ
る
よ
う
袈
撃
し
て
や
ま
な
い
円
わ
け
で
ど
ざ
い
ま

す
ι

と
の
と
と
を
》
願
怖
い
た
し
ま
し6

て
、
十
六
号
の
廃
止
す
ゐ
条
例
K
つ

い
て
は
賛
成
を
い
た
し
た
い
と
患
い
主
す
の
で
‘
主
ろ
し
〈
hv
願
い
を
い
た

、
し
た
い
と
患
い
ま
す
@

以
上
、
二
議
案
K
つ
い
て
の
意
見
を
申
し
上
げ
主
し
て
、
市
し
わ
け
ど
ざ

い
ま
せ
ん
で
し
た
け
れ
ど
も
‘
主
ろ
し
ぐ
念
願
い
い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
c

o幾
百
穴
(
吉
国
勇
治
郎
君
〉
以
上
で
お
通
告
者
K
主
る
討
論
を
終
・
り
ま
す
c

通
告
を
し
会

d

抗
議
直
照
明
白
討
論
は
ご
ざ
い
ま
、
せ
ん
か

f
i
討
論
念
し
と
認

め
挫
す
e

以
上
で
J

討
論
を
終
・
り
主
ナ
。

一採

決

O
議
田
沢
〈
官
阿
国
勇
治
郎
君
〉
と
れ
よ

b
採
決
い
た
し
ま
す
。

ま
ず
、
議
案
第
十
五
号
館
山
市
社
会
体
省
施
設
の
設
置
及
び
管
理

K
関
す

• 

る
条
例
の
制
定
に
つ
い

τ起
立
に
よ

b
採
決
い
た
し
主
す
。

3

議
案
第

er五
号

κ
つ
い
て
の
委
員
、
更
の
報
告
は
原
案
可
決
で
あ

b
生
す
。

議
案
第
十
五
号
を
委
員
畏
の
報
告
の
と
h
r
・
-
P
可
決
す
る
と
と

K
費
成
の
諸
君

の

起

立

を

求

め

ま

す

。

古

(

、

必
〈
賛
成
者
起
立
〉

0
議
団
六
、
言
語
思
勇
治
郎
君
〉
起
立
多
数
で
あ
り
ま
す
。
よ
っ
て
、
議
案
第
十

五
号
は
原
案
ど
か

b
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

次
い
で
‘
議
案
第
十
四
号
及
び
議
案
第
十
六
号
乃
至
議
案
第
十
八
号
並
び

に
議
案
第
二
十
四
号
の
各
議
案
を
=
惜
し
て
採
決
い
た
し
ま
す
-

議
案
第
十
四
号
及
び
議
案
第
十
六
号
乃
釜
議
案
第
、
十
八
号
並
び
に
議
案
第

二
十
四
号

K
つ
い
で
の
委
員
突
の
報
告
は
原
案
可
決
で
あ
b
ま
す
e

各
議
案

-V委
員
長
の
報
告
の
、
と
か
・
9
可
決
す
る
ζ

と
に
御
臭
、
議
ど
ざ
い
ま
せ
ん
か
。

ハ

「

異

議

念

し

」

と

呼

ぶ

者

あ

り

}

一

v

o
議
長
〈
+
貧
国
勇
治
郎
君
)
御
異
議
な
じ
と
認
め
金
品
工
£
q

て
‘
議
案
第

十
四
号
及
び
議
案
第
十
六
号
乃
至
議
案
第
十
八
号
並
び
K
議
案
第
二
十
四
号

の
各
議
案
は
加
ず
れ
も
原
案
ど
か
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
a

襲

議、

の

上

、極

O
毅一焚

m
吉
田
勇
治
郎
張
。
日
寝
第
一
一
一
、
議
案
第
十
九
号
乃
至
議
案
第
二
十

二
号
及
び
議
案
第
二
十
五
号
並
び
に
議
案
第
二
十
六
号
の
各
議
案
を
一
括
し

て
議
題
と
い
た
し
ま
す
d

一

一

A

議
案
第
十
九
号

a

字
の
区
域
及
び
名
称
の
変
更
に
つ
い
て

議
案
第
二
十
号
館
山
市
市
営
住
宅
の
設
置
及
び
鶴
岡
漣
に
関
ナ
る
条
例

の
一
部
を
改
視
す
る
条
例
の
制
定

K
つ
い
て

市
道
路
線
の
一
認
定

κ
つ
い
て

議
案
第
二
十
一
号

ι」←

‘ 

-13ー



詩集議
案案
第 e第

+芋

宝J一号尋

融
業
第
二
十
六
号

〆

cJ 

市
道
路
線
の
変
更

κつ
い
て

昭
和
五
十
二
年
度
館
山
市
国
民
宿
舎
特
別
会
計
補
正

予
算
〈
第
二
号
)

昭
和
五
十
二
年
度
館
山
市
ユ

1
兵
か
ス
テ
ル
特
別
会

計
補
正
予
算
ハ
第
一
号
V

建
設
経
済
常
任
委
員
長
報
告

。
畿
匝
ず
(
吉
田
勇
治
路

J

君
〉
た
だ
い
主
議
題
と
念
り
ま
し
た
各
務
察
M
H

‘
去

る
一
-
一
月
十
三
日
の
本
会
議

κ
沿
い
て
建
設
経
済
委
員
会
K
付
託
さ
れ
た
も

ω

で
あ
り
ま
す
の

よ
q

て、

ζ

れ
I
b
各
議
案

κ対
す
る
建
設
経
済
委
員
会
k
h
w
け
る
審
査

の
経
過
並
び
に
結
果

κ
つ
い
て
委
員
提
の
報
告
を
求
め
合
す
e

崎
間
凱
絞
鮭
壇
恒
常
任
委
員
得
一
流
山
源
次
郎
索
。

《
建
設
経
緯
明
常
任
要
員
長
流
出
稼
次
郎
君
葺
壇
〉
ハ
拍
手
〉

。
強
設
経
済
常
任
委
員
夷
ハ
流
山
源
次
郎
君
〉
一
-
一
月
十
三
日
の
本
会
議
k

b

加
て
由
愚
被
経
済
常
停
委
員
会
K
付
託
さ
れ
ま
し
た
議
案
の
柳
容
議
の
経
過
誕
び

κ結
目
指
K
つ
い
て
御
報
告
白
申
し
上
げ
ま
す
e

本
委
員
会
紙
三
月
十
七
日
午
前
十
時
か
ら
庁
内
線
員
控
室

κ
bい
て
、
要

員
会
員
出
席
の
も
と
に
付
託
さ
れ
た
六
件
の
鞍
察

K
つ
い
て
棋
盤
K
.
ま
え

熱
心
に
審
議
を
進
め
量
し
た
・

畿
案
第
十
九
号
仕
字
の
区
域
及
び
名
称
の
変
更
で
あ

b
す
す
の
で
‘
特
別

の
問
題
点
は
あ
h
y
ま
せ
L
h
で
し
た
が
、
念
の
た
め
後
日
現
地
を
視
察
す
る
ζ

と
を
申
申
し
合
わ
せ
主
し
た
。

次

κ、
議
案
第
ニ
十
号
拡
市
営
住
宅
の
設
置
及
び
管
制
思

κ関
す
る
条
例
の

一
榔
改
芭
祭
で
あ
り
主
す
が
.
本
業
は
古
川
が
新
た

κ笠
名

κ建
設
凶
た
し
連

‘ ， 

し
た
市
営
住
宅
一
に
関
す
る
当
然
の
議
案
で
す
の
で
.
内
容
K
つ
い
て
格
別
な

日
慢
撲
を
み
ず
、
後
日
現
地
を
視
察
す
る
と
と
を
由
申
し
合
わ
せ
ま
し
た
。

マ
ニ
・
・
ヤ
ヤ
号
議
案
は
務
過
の
認
定
で
る
b
‘
一
二
十
工
場
一
は
世
似
通
の
勝
纏
を
変

更
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
適
当
と
蕗
め
た
も
の
で
あ
り
ま
す
が
‘

ζ

の
商
議

案
も
本
委
員
会
の
性
格
上
‘
後
日
現
場
を
機
寵
す
る
と
と
を
由
申
し
合
わ
せ
た

次
第
で
あ
h
y
ま
す
。
ま
た
)
前
進
寵
定
、
の
基
準
vh
念
習
っ
て
い
る
昭
メ

1
争
ル

の
儒
時
間
を
‘
問
、
p
l
t
r
ル
以
下
の
生
活
関
速
道

κつ
加
で
も
市
道
と
し
て
認

定
す
る
主
A
Y
喪
鍾
す
率
質
疑
も
あ
り
ま
し
た
が
‘
醤
定
の
基
準
を
変
更
し
な

〈
と
も
生
活
の
関
連
遭
で
あ
る
以
上
、
今
後
段
市
道

κ地
中
じ
て
扱
柄
、
古
川
民

生
活

κ不
便
を
か
け
な
加
ょ
う
整
備
を
図
る
£
う
運
用
商
で
十
分
考
慮
す
る

旨
の
方
針
が
-
揮
さ
れ
‘
了
承
い
た
し
ま
し
た
e

次

K
.
議
案
第
二
十
五
号
昭
和
五
十
二
年
度
館
山
市
国
民
宿
舎
特
別
会
計
-

繍
置
予
算
案
に
つ
い
て
で
あ

b
ま
す
a

と
の
議
案
は
鳩
山
在
K
関
す
る
も
の
付

で
あ
り
主
し
て
、
過
去
ニ
カ
年
K
わ
た
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
一
千
万
円
程
度
で
修
.

堰
い
た
の
で
あ
り
ま
す
が
、
な

κじ
る
若
朽
化
が
は
念
材
り
だ
し
〈
て
経
営
状

祝
の
好
艇
は
と
う
て
い
努
め
念
加
現
状
K
る
み
旨
の
説
明
一
が
あ
り
重
し
た
・

ま
た
?
質
疑
を
通
じ
今
後
の
問
題
と
し
て
、
仮
り
に
鉄
筋
化
じ
て
も
利
用

度
を
高
め
る
確
信
を
得
る

κ軍
ら
な
怖
の
で
、
念
砂
今
後
一
一
、
二
年
は
現
状

の
重
量
で
経
営
を
続
け
る
方
針
ー
を
市
当
局
が
一
示
し
ま
し
た
の
で
了
承
い
た
し

ま
し
た
e

さ
ら
K
、
隣
接
の
国
民
休
暇
村
協
会
茜
紳
穫
と
の
関
連
で
の
経
営
方
法
に

つ
い
て
の
一
発
言
も
あ
b
ま
し
た
が
.
要
習
に
と
ど
め
重
し
た
の

次
K
.
予
算
の
内
容
の
期
末
手
当
と
勤
勉
手
当
の
追
加
檎
置
wh
つ
い
て
で

あ
り
烹
す
が
.
ま
だ
議
案
の
審
議
中
で
あ
る
の
で
‘

ζ

の
予
算
を
執
行
し
て

い
念
い
か
と
の
質
疑
が
あ
h
y
、
来
執
行
で
る
る
と
の
答
弁
が
あ
・
多
量
し
た
e



一
割
窃
E
噛

胃

て

4
4
b
4
d
寸，
J
必

4
4
d
a
R
b
u恥

4
H
J
A
S軍
4
'
・t

‘3J
4
L
'
冒
，
司

n
t
3

電
零
遁

g
f
e
s
e
喝
宅
'
苛

、

，

-

え

し
ゅ
七
、
手
車
情
的
支
給

κ関
す
る
規
則

κよ
る
と
十
五
自
支
給
す
る
ζ

と
に

念
弓
て
い
る
が
、
本
車
刊
一

κ執
行
し
て
い
念
い
か
と
の
盆
ね
て
の
償
援
K
対
し

て
確
答
が
得
ら
れ
ず
.
一
た
ん
体
憩
し
て
.
関
係
者
が
鞠
査
し
た
上
で
再
開

後
、
寸
で

κ執
行
し
た
皆
の
囲
答
を
岨
滑
走
し
た
e

議
会
で
審
議
中
の
予
辞
で

一
あ
り
‘
ま
だ
可
決
も
さ
れ
念
柄
、
予
算
の
執
行
は
適
当
で
念
〈
‘
一
二
月
三
日

κ

提
案
し
、
規
聞
で
定
め
ら
れ
て
い
る
と

b
b十
五
日

κ支
給
し
£
う
と
す
る

な
ら
、
と
の
議
案
だ
け
先
議
す
る

A

余
裕
は
十
分
あ
q

た
だ
け
に
‘
乙
の
議
決

軸
例
。
予
算
執
行
は
議
会
経
祝
日
の
感
を
免
れ
な
い
と
の
発
言
に
対
し
、
鮪
内
の

流嗣
m
は
粛
軍
焚
の
構
離
で
留
め
ら
れ
て
い
る
の
で
‘
必
ず
し
も
違
法
と
は
畳
間
え

念
怖
が
J

遭
織
で
念
か
っ
た
と
の
意
向
が
示
さ
れ
‘
一
了
承
加
え
し
ま
し
た
。

次

κ.4畿
察
第
二
十
六
号
は
ユ
ー
ス
ホ
ス
テ
ル
の
五
十
二
年
度
特
別
会
計

裕
正
予
算
案
で
あ
り
ま
し
て
、
内
容
に
つ
い
て
は
い
ず
れ
も
適
当
と
郵
め
、
た

噌

次

第

で

あ

タ

合

す

。

今

〈

。

念
品
ヘ
本
委
員
会
と
し
て
は
-
建
設
行
政
と
農
政
を
含
む
経
済
行
設
を
扱

1
わ
け
で
あ
弱
ま
し
て
、
都
品
積
部
門
中

κも
食
道
舗
装
‘
漁
港
の
新
設
、
改

修
念
ど
の
聾
舗
面
が
る
h

え
さ
ら
に
水
道
、
将
来
の
下
水
遭
念
ど
の
問
題
も

あ
る
の
で
‘
行
政
組
臓
の
山
市
で
技
術
部
門
を
考
慮
す
る
ζ

と
と
‘
技
術
者
を
ー

冷
遇
す
る
と
の
印
象
を
与
え
な
い
よ
う
配
厳
ず
べ
き
で
は
念
か
ろ
う
か
と
の

マ
艶
容
も
あ
4

え
と
と
を
と
の
鹿
閉
鎖
し
添
え
て
必
き
全
令
。

付
託
さ
れ
ま
し
た
案
件
K
っ
き
書
し
て
は
、
以
上
の
と
か
り
い
ず
れ
も
遺

品
問
と
認
め
全
員
}
致
し
て
原
案
ど
h
v
h
M

可
決
す
る
と
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

ー
ぽ
土
を
、
も
q
f
L

‘
本
委
員
会
の
審
議
の
経
過
並
び
K
結
果
で
あ
り
ま
す
が
、

本
委
員
会
の
決
定
ど
が
・
9
議
決
さ
れ
ん
ζ
と
を
撃
み
ま
し
て
委
員
長
報
告
を

終
h
y
主
す
。
(
拍
手
〉

O
議
畏
ハ
申
請
問
勇
治
郎
君
》

以
上
で
、
養
嗣
償
提
の
報
告
を
終
h
ツ
昔
す
a

" ，、

、

司号

一毛

委
員
長
報
告
に
対
北
質
疑

た
だ
納
ま
の
委
員
長
報
告
に
つ
い
て
御
費
援
を

。
議
畏
ハ
世
間
関
勇
治
郎
君
〉

顕
い
ま
す
白

。
一
五
番
ハ
辻
問
実
一
索
V

一
点
だ
け
が
荷
加
し
た
い
ん
で
す
け
れ
ど
も
.

議
案
十
九
‘
二
十
、
こ
十
一
、
二
十
二
に
対
し
て
‘
委
員
提
報
告
の
中
K
後

日
現
地
を
揖
察
し
て
云
々
と
い
う
と
と
で
ど
ざ
柄
、
ま
し
た
け
れ

E
も
・
そ
れ

は
ど
う
い
う
内
容
を
持
つ
の
か
。
私
H
U

受
け
と
め
方
が
恐
怖
の
か
も
わ
か
h
p

ま
せ
ん
が
-
現
地
を
視
察
す
る
岳
要
が
あ
る
な
ら
ば
.
織
集
第
二
十
一
号
‘

二
十
二
号
等
K
つ
い
て
絃
視
察
し
て
か
ら
や
る
べ
き
じ
平
念
い
か
、
と
思
う
け

れ
ど
も
、
接
決
し
て
か
ら
視
察
す
る

aい
う
ζ

の
績
の
問
題
に
つ
い
て
の
経

過
紙
苫
A
J
h

う
ふ
う
舵
飴
議
さ
れ
た
の
か
。
と
の
点
.
後
尽
視
察
と
h
p

う
と
一

と
は
議
案
審
議
に
品
飼
え
守
て
事
前
K
視
察
し
て
審
議
で
き
を
か
ふ
た
の
か
ど

う
な
の
か
、
と
の
点
K
つ
M
h

て
の
艇
過
が
ち
占
曹
と
理
解
、
概
み
取
れ
を
せ

ん
で
し
た
の
で
‘
そ
の
報
告
一

nど
う
い
れ
ラ
ζ

と
で
あ
唱
え
の
か
の
い
ま
少
し

説
明
を
顕
え
ま
し
?
た
ら
.
念
願
い
い
た
し
た
い
と
思
ー
い
ま
す
1

。
建
綾
繕
積
常
任
要
員
長
ハ
流
出
源
次
郎
君
V

た
だ
い
支
の
質
問
総
つ
い
て

会
答
え
い
た
ー
し
ま
す
・

務
地
。
視
察
と
い
う
件
で
ど
ざ
い
ま
す
が
、
審
議
中

κ
一
応
現
地
争
議
察

し
た
方
が
主
柿
ラ
索
、
も
ど
ざ
加
重
し
た
が
‘
一
応
担
当
の
謀
長
の
方
か
ら
臨

切
で
も
十
分

κ皆
さ
ん

K
品
納
得
す
る
、
曲
献
を
説
明
由
申
し
上
げ
た
い
と
い
う
と
と

で
、
.
諌
更
の
説
明
を
受
け
ま
し
て
会
員
が
そ
れ
を
了
解
し
た
わ
け
で
ど
ざ
h

志
す
が
、
な
が
念
の
た
め
に
実
際
の
問
題
と
‘
祖
師
昼
食
の
わ
れ
わ
れ
了
解
し
た

線
と
.
そ
の
件

κつ
い
て
は
量
た
わ
れ
わ
れ
蝿
暗
殺
経
緯
伊
接
員
会
の
立
場
上
.

高
度
審
考
の
た
め

κ現
地
を
後
目
見
て
閤
わ
ろ
タ
で
は
念
い
か
と
加
う
と
と

.....1争目



の
委
員
会
の
形
で
ど
ざ
い
ま
し
た
。

。
識

a
k〈
吉
田
勇
治
郎
君
〉
品
m
k
御
質
疑
ど
ざ
い
ま
せ
ん
か
。

l
i
f御
材
疑
J

念
し
乏
認
め
ま
す
。
£
っ
て
-
質
疑
を
終
タ
主
ナ
e

ζ

れ
£
タ
討
論
K
入
b
ま
ず
。
t

、

手

守

、

ー

討
論
の
通
告
は
あ
h

ジ
ま
せ
ん
が
バ
討
論
付
ど
ざ
い
ま
す
か
。

i
i討
論
念

し
"
と
罷
め
を
す
。
ー
っ
て
、
討
論
を
終
り
ま
す
。
、

q
L

擦

れ

決

一

、

O
議
長
ハ
ー
ザ
質
問
勇
治
郎
君
ν

ζ

れ
よ
り
採
決
い
た
‘
し
ま
一
ナ
。

岬
掠
決
結
一
括
し
て
行
い
ま
す
イ

議
案
第
十
九
号
、
乃
至
議
案
第
二
十
二
号
及
び
醸
案
事
三
十
五
号
並
び
に
議

案
第
二
十
六
等
収
つ
い
て
の
委
員
長
の
報
告
は
原
索
前
決
で
あ
り

4

を
す
e

各

議
患
を
委
員
要
の
報
告
ど

h
v
b
可
決
す
る

ζ
ξ
に
御
異
議
ど
ざ
い
ま
せ
ん
か
-

ハ
「
異
議
乏
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〉

0
議
婆
ハ
告
白
勇
治
郎
君
〉

J

御
異
議
な

L
と
認
め
ま
す
e

よ
っ
て
J

議
案
雌
鳴

を
十
九
寿
乃
華
稼
業
第
こ
十
二
号
浪
び
議
案
第
二
十
五
号
並
び
火
、
議
案
第
二
十
)

六
号
の
洛
議
集
、
は
い
ず
れ
も
原
案
ど
》
・
9
可
決
さ
れ
重
し
た
。

韓

獲

の

上

謹

B

J

。
鰻
授
ハ
吉
田
倒
勇
治
部
煮
V

日
一
程
第
四
、
議
案
第
三
号
乃
至
議
案
第
九
号
昭

和
五
十
一
『
一
年
度
一
般
会
計
並
び
K
特
別
会
計
予
算
を
一
括
し
て
議
題
と
い
た

し
ま
す

P

議
案
第
三
号
y

昭
和
五
十
乞
一
年
度
線
山
市
』
一
般
会
計
予
鉾

議
案
第
四
号
↑
昭
和
五
十
三
年
度
館
山
市
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
予
算

議
案
第
五
号
昭
和
五
十
三
年
度
館
山
市
と
畜
場
特
別
会
計
予
算

議
案
第
六
号
昭
和
五
十
一
一
一
年
度
館
山
帝
国
民
宿
舎
特
別
会
計
予
算
・

餓
案
第
七
号
山
昭
和
五
十
三
年
度
館
山
市
ユ
ー
ス
ホ
ス
テ
ル
特
別
会
計
予

葬

、

議
案
第
八
号

A

昭
和
五
十
三
年
度
館
山
市
学
童
災
害
共
済
事
業
特
別
会
計

予
算

議
案
第
九
号
昭
和
五
十
三
年
度
館
山
市
水
道
事
業
特
別
会
計
予
算
4

〆
予
算
審
棄
特
副
委
員
長
報
告

。
議
輯
衣
窓
口
田
勇
治
郎
管
制
〉
衣
だ
い
ま
議
題
と
な
り
ま
A

一
心
た
各
会
計
予
算
は

と
も

κ去
る
一
二
月
十
四
日
の
談
会
ズ
特
別
委
員
会
を
設
置
し
、
付
託
さ
実

も
の
寸
あ
り
ま
す
e

'

ペ

パ

ヘ

凡

‘

ょ
っ
一
ベ
コ
と
j

れ
:
h
y
本
予
算

W対
す
ゐ
予
算
審
査
特
別
委
員
会
忙
一
ιb
け
ゐ

審
査
の
経
過
遊
び
に
結
果
一
に
つ
き
委
員
長
の
報
告
、
を
求
め
ま
す
。

予
算
零
査
特
別
委
員
晃
、
伊
賀
多
額
索
。
も

(
予
辞
審
査
特
別
委
員
回
世
伊
賀
多
甥
君
華
壇
)
ハ
拍
手
v

o
予
算
審
査
特
別
要
員
持
ハ
伊
賀
多
胡
話
議
案
第
一
一
幕
乃
葦
第
九
号
昭
和
五
十

三
年
度J
館
山
布
一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
予
鉾
K
係
る
矛
算
審
査
特
到
香
魚

、
会

K
か
き
ま
浄
審
査
の
経
過
並
び

κ結
果
K
つ
い
て
御
報
告
婚
し
上
げ
ま
す
e

去
ゐ
オ
悶
白
一
閉
会
の
本
会
議
K
L
F
き
ま
し
て
殻
官
怠
れ
主
主
北
本
委
員
会

を
二
十
日
、
二
十
二
日
の
両
日

κわ
た
り
樹
祭
し
‘
各
会
計
k
h
f
け
る
予
算

に
つ
き
慎
重
K
審
査
を
行
い
詮
し
た
の

ま
ず
)
霧
査
の
一
結
果
K
つ
い
て
南
市
し
土
げ
設
す
!

議
申
柴
崎
明
三
号
昭
和
五
ナ
コ
一
年
度
館
山
市
一
般
会
計
予
算
、
議
案
第
四
号
昭

和
五
千
一
司
一
年
度
館
山
市
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
予
算
、
議
案
第
五
号
昭
和

五
十
三
年
度
館
山
市
と
畜
場
特
別
会
計
予
算
、
議
案
第
一
六
号
昭
和
五
十
三
年

..".'*G-



J
 

，
 

T
 

F

J

皮
館
山
市
歯
民
宿
舎
特
別
会
計
予
算
、
議
案
第
七
号
昭
和
五
十
三
年
度
館
山

一
帯
品

l
ス
ホ
ス
テ
ル
特
別
会
計
予
算
.
議
案
第
八
号
昭
和
五
十
三
年
度
館
山

市
学
窓
災
害
共
済
事
業
特
別
会
計
予
算
、
議
案
第
九
号
昭
和
五
十
一
-
一
年
度
館

山
市
水
道
事
業
特
別
会
計
予
算
の
各
会
計

κ
つ
き
ま
し
て
は
‘
会
員
一
致
を

も
守
て
そ
れ
ぞ
れ
原
案
ど
か
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

一
審
査
の
過
程
k

b
き
ま
し
て
は
ァ
各
委
員
よ
り
活
発
な
質
疑
，
が
行
わ
れ
た

の
で
あ
り
ま
す
が
、
今
後
の
予
鉾
の
編
成
、
執
行
、
行
政
施
行

κあ
た
っ
て

留
意
す
べ
き
点
、
検
討
を
要
す
る
事
項
等
繋
留
.
意
見
の
あ
り
ま
し
た
主
な

る
点

K
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

一
、
議
場
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
五
十
二
年
度
冷
緩
房
工
事

κ
よ
り
審
議

環
境
の
改
善
が
図
ら
れ
る
と
の
と
と
で
す
が
、
な
が
議
会
の
円
滑
念
運
営
上

‘
者
響
、
換
気
等
環
境
整
備

κ努
め
る
主
う
要
議
い
た
し
ま
し
た
。

一
.
(
瞬
間
療
機
関
と
し
て
各
種
審
議
会
が
設
置
さ
れ
て
い
る
が
‘
そ
の
構
成

員
と
し
て
議
会
の
議
員
が
参
碩
す
る
ζ
と
は
，
叫
問
属
機
関
の
趣
旨
か
ら
い
っ

て
適
当
で
念
い
と
す
る
行
政
実
例
も
あ
り
戸
逃
去
。
経
線
、
各
市
の
状
況
等

あ
る
と
考
え
る
が
、
今
後
十
分
検
討
さ
れ
る
よ
う
委
筆
い
た
じ
ま
し
た
。

一
、
市
庁
舎
‘
老
人
描
社
セ
ン
タ
ー
.
衛
生
処
濯
場
等
の
ボ
イ
ラ
ー
ば
加

、
短
測
定
K
つ
戸
て
は
‘
従
前
か
ら
燥
の
指
導
ト
も
あ
っ
て
随
意
契
約
に
よ
り
問

一
業
者
K
委
託
実
施
し
て
い
る
と
の
と
と
で
あ
り
ま
ナ
が
、
他
v
h
A
N
析
機
関
ー

が
あ
る
か
ど
う
か
‘
業
者
の
内
容
等
調
査
し
‘
慎
重
に
対
処
さ
れ
る
主
う
要

望

知

え

し

ま

し

た

。

:

ノ

一
、
進
入
福
祉
セ

Y
タ
l
の
運
営
に
つ
い
て
は
‘
利
用
す
る
老
人
の
側
に

立
っ
“
て
一
細
か
い
配
慮
が
必
要
と
考
え
る
が
、
備
品
等
老
朽
化
の
恩
立
つ
も
の

も
あ
ゐ
の
で
、
諸
施
設
の
整
備

κ万
全
ー
を
期
す
よ
う
要
望
い
た
し
ま
し
た
tc

て
献
血
推
進
事
業
K
つ
い
て
は
、
五
十
二
年
度
実
績
千
三
百
八
十
六
名

1I 
t 

，←  →、

¥ 
¥ 

達
成
率
八
七
・
七
%
を
も
4
w
t
終
了
し
、
登
録
台
帳
制
度
、
K
つ
川
町
ー
で
も
実
施
'

d

の
方
向
で
進
め
る
旨
の
説
掛
を
受
け
ま
し
た
が
‘
登
録
台
帳
制
度
の
実
施

κr

つ
い
て
さ
ら
K
一
段
の
努
力
を
要
望
柿
た
し
ま
し
た
f

一
、
根
幹
事
業
実
施
計
画
書

κ衛
生
セ

y
a
p
-
用
地
取
得
事
業
が
計
上
さ

れ
‘
施
政
方
針
k
h
w
い
て
も
財
源
を
滋
備
す
る
旨
‘
当
局
の
決
意
が
示
さ
れ

て
hw
り
ま
す
が
1

す
み
や
か
な
実
現
K
格
段
の
努
力
を
要
撞
い
た
し
を
も
た
。

一
、
一
稲
作
転
換
事
業
K
つ
い
て
は
守
、
農
政
審
議
会
を
初
め
個
々
の
農
家
の

声
を
捕
〈
た
め
、
関
係
団
体
と
協
議
し
推
進
し
て
拘
る
と
の
と
と
で
十
が
‘

z
b
一
一
婚
の
市
の
指
樽
を
要
望
い
た
し
重
し
た
。

一
‘
北
条
海
岸
の
ヤ
シ
並
木
K
つ
い
て
は
‘
従
前
か
ら
も
指
摘
さ
れ
.
帯

当
局

κ
h
v
w
て
も
紡
潮
網
の
設
置
、
伶
の
樹
木
の
様
裁
等
対
策
K
苦
慮
さ
れ

て
い
る
と
と
ろ
で
あ
b
ま
す
が
.
観
光
上
か
ら
さ
ら
に
方
策
を
検
討
し
‘
す

み
や
か
念
対
応
を
要
望
い
た

L
ま
し
た
e

て
観
光
協
)
会
に
つ
い
て
は
.
多
額
の
補
助
金
が
計
上
さ
れ
て
会
る
ζ

と

で
も
あ
り
、
観
光
シ
ー
ズ
ン
を
ひ
か
え
て
健
全
念
運
営

κ
よ
り
観
光
推
進
の

突
を
上
げ
る
よ
う
指
導
さ
れ
た
い
旨
要
望
い
た
し
ま
し
た
。

一
、
公
共
下
水
道
に
つ
い
て
は
.
施
政
方
針
に
そ
の
必
要
性
が
述
べ
ら
れ

市
の
対
応
策
に
つ
い
て
も
記
載
さ
れ
て

b
bま
す
が
、
早
急
陀
畏
期
計
磁
を

樹
立
さ
れ
る
主
会
聾
繋
い
だ
し
ま
じ
た
P

て
消
防
体
制
の
強
化

κ
つ
uw

て
は
!
土
地
の
高
騰

κ停
怜
防
火
水
槽
の

設
置
が
困
難

κな
り
て
い
る
の
で
‘
消
火
絡
の
増
設
を
推
進
さ
れ
た
い
P

ま

た
防
火
水
機
綾
置
K
あ
た
4

て
は
耐
震
性
の
す
マ
れ
た
も
の
を
建
設
さ
れ
る

よ
う
、
な
会
化
学
消
防
の
充
実
K
つ
い
て
も
検
討
さ
れ
る
ま
う
要
努
加
え
し

ま
し
た
。

一
、
中
学
校
の
統
合

κ
つ
い
て
は
商
岬
中
学
の
建
設

K
よ
り
五
十
六
年
を

..，.17-

〆



目

途

K
推
進
し
、
東
小
.
蔵
小
に
つ
u
n

て
も
統
合
の
方
向
が
打
ち
出
さ
れ
‘

寸
で
に
説
明
を
得
て
か
る
と
と
ろ
で
あ
h
y
ま
す
が
、
統
合
推

ι

進
k
a
e
た
骨
て

は
西
陣
地
峡
だ
け
で
念
〈
.
会
古
川
的
念
開
題
で
あ
る
と
と
の
基
本
的
念
観
点

か
ら
棋
草
花
進
め
ら
れ
る
よ
う
要
撞
い
た
し
ま
し
た
。

一
‘
舗
助
金
K
つ
い
て
M
M

特

κ群
錨

K
審
変
を
行
M
m

量
し
た
e

五
十
ニ
年

度
七
十
八
件
、
五
十
三
年
度
九
十
件
犯
及
ぶ
繍
助
金
が
計
上
さ
れ
‘
吏
付

κ

あ
た
+
て
は
館
山
市
補
助
金
等
安
付
規
開
wh
従
い
受
付
し
て
い
る
。
本
規
闘

は
予
紫
支
出
手
続
で
あ
h
p
‘
予
算
編
成
の
震
}
捕
で
は
喪
盤
、
陳
情
等
K
主
h
u

計
上
し
て
柿
る
旨
‘
説
明
を
得
ま
し
た
が
-
特
に
新
規
補
助
事
業

κつ
加
て

は
予
算
編
成
段
階
K
か
け
る
申
積
書
の
提
出

K
つ
い
て
、
今
後
の
問
題
と
し

τ検
討
さ
れ
る
£
う
要
聾
加
え
し
重
し
た
e

一

て

地

方

債
K
つ
い
て
材
現
在
の
能
梼
情
勢
か
ら
年
々
増
加
す
る
傾
向

κ

あ
h
y
.

公
債
S
R
の
増
大
を
余
儀
念
ぐ
さ
れ
て
悼
み
と
と
る
で
あ
る
が
.
と
れ

に
伴
う
園
女
期
償
還
計
磁
の
策
定

κ
つ
い
て
は
将
来
の
検
討
操
題
と
さ
れ
た
い

旨
要
望
加
た
し
重
し
た
。

一
、
市
民
運
動
場
の
殺
置
K
伴
h
u
l

社
会
体
育
施
般
の
使
用
料
の
改
定
が

行
わ
れ
ま
し
た
が
‘
選
官
に
あ
た
4

て
は
市
民
感
情
を
踏
ま
失
設
置
の
目

的
K
沿
?
て
維
持
管
藩

κ万
全
を
期
ず
る
よ
う
要
望
M

れ
た
し
注
し
た
e

一
?
義
金

κ
つ
い
て
は
そ
れ
ぞ
れ
決
算

κ合
わ
せ
議
会

κ報
告
を
受
け
て

や
る
と
と
る
で
あ
b
主
す
が
‘
還
期
一
に
る
た
q

て
は
合
理
的
に
運
用
さ
れ
た

い
旨
要
望
加
た
し
ま
し
た
。

て

歳

入

κつ
い
て
H
U
群
細
に
積
算
の
根
拠
等
K
つ
柿
て
質
疑
を
行
い
ま

し
た
が
・
特
K
不
都
が
叫
ば
れ
て
い
る
今
日
、
そ
の
種
保
K
万
全
b
u
期
せ
ら

れ
る
£
う
要
銀
い
た
し
ま
し
た
。

一
一
、
予
算
審
者
費
税

κつ
い
れ
で
は
今
回
初
め
て
の
試
み
で
あ
h
p
.

市
当
局

創
作
成
に
苦
慮
さ
れ
た
と
と
と
思
う
が
‘
今
後
な
か
議
会
と
漉
議
を
箆
ね
.

通
寵
念
資
料
の
提
出
を
要
望
い
た
し
重
し
た
e

以
上
‘
本
曇
員
会
k
b
け
る
審
査
の
概
要
に
一
つ
い
て
御
報
告
晶
申
し
上
げ
ま
ー

し
た
4

満
場
の
御
質
問
を
た
ま
わ
b
p
ま
す
主
ラ
念
願
凶
引
い
た

ι議
し
て
.
委

員
臣
賞
報
告
を
終
b
ま
す
の
ハ
拍
手
》

O
経
世
世
《
吉
国
勇
治
郎
君
》
以
上
で
、
委
員
長
の
報
告
・
を
盤
R
b
ま
す
。

え
だ
柄
ま
の
接
員
長
報
告

κつ
い
て
御
質
疑
を
顕
い
ま
す
。

働
質
援
ど
ざ
い
ま
せ
必
か
。

t
i御
質
疑
念
し
と
臨
め
ま
す
@

以
上
で
‘
償
援
を
終
結
杭
え
し
ま
す
。

討

踊…

O
議
畏
《
吉
国
勇
治
廊
窓
〉
と
れ
主
h
y討
論
に
λ
h
E
日
ま
す
.

7

通
告
が
あ
hnま
す
の
で
‘
闘
相
次
発
奮
を
許
し
室
す
。

で
八
番
渡
辺
軍
治
郎
君
e

一

三
八
番
議
員
渡
辺
軍
治
岬
郎
君
登
壇
》

。
一
八
番
ハ
渡
辺
軍
治
郎
君
》
私
は
‘
議
案
策
一
一
一
号
昭
和
五
十
去
年
度
鎗
山

市
一
般
会
計
予
算
花
反
対
守
る
酎
輸
を
行
い
ま
す
骨

目
立
十
一
-
一
年
度
一
般
会
計
予
算
は
搬
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
穴
十
一
億
怠
千
七
菅

入
十
五
万
円
‘
劫
例
年
対
比
で
一
七
・
六
悔
の
伸
び
率

κな
弔
て
M
m

志
す
が
、

本
年
度
予
鎮
の
特
徴
は
、
布
僚
が
前
年
対
比
で
六
五
邑
F

と
最
高
の
伸
張
事
を

示
し
.
残
高
見
込
み
込
三
十
三
億
九
千
官
五
+
一
万
ニ
千
mmと
念
司
て
い
ま

す
。
と
れ
ば
市
税
‘
鴻
方
交
付
税
.
圏
庫
支
出
金
会
計
四
十
六
億
四
千
四
百

九
十
八
万
平
一
千
問
と
の
対
比
で
七
三
%
に
念
b
‘
財
政
硬
直
化
の
進
行
を
示

戸
し
て
い
ま
す
。

市
畏
打
、
施
政
方
針
で
昭
和
五
十
一
年
度
k
b
h
τ
赤
字
働
問
政
を
克
鼠
し

同.1&-



一
、
予
算
移
考
資
制
明

κつ
い
て
は
今
回
初
め
て
の
猷
み
で
あ
・
9

， 

市
遺
留
用

揖
一
政
健
会
化
を
基
調
と
し
た
行
政
運
営
を
鴎
る
見
通
し
が
つ
い
た
と
加
守
て

杭
全
ナ
が
.
五
十
-
年
度
の
赤
字
は
借
金
K
-
m
が
わ
L

少
し
た
だ
け
で
?
市
債

mw
増
犬
は
財
政
不
健
全
化
の
指
標
と
念
る
も
の
で
あ
・
9
ま
十
e

経
済
情
勢
M
H

同
高
‘
不
祝
と
国
債
の
嫌
発
に
主
・
9
新
た
念
財
政
危
機
・
を
避
、

え
る
方
向
に
進
み
つ
つ
あ
・
9
ま
す
F

乙
の
上
ラ
念
状
視
の
も
と
で
‘
人
減
ら

し
、
合
連
化
を
国
q

で
さ
え
市
長
が
か
手
盛
り
で
吏
際
殺
を
増
額
し
、
行
政

機
構
の
改
革
と
称
し
て
管
環
職
手
識
を
引
き
上
げ
‘
新
た
K
特
一
一
等
級
を
設

け
て
「
上
一
級
礁
の
給
与
を
矯
額
し
、
上
か
ら
の
支
配
と
統
制
を
強
化
す
る
反
商

市
民
に
対
し
て
位
保
育
料
を
初
め
使
用
料
‘
手
数
料
の
婚
叙
‘
行
政
経
費
を

寄
付
金

κ求
め
る
棋
界
負
担
の
矯
大
な
ど
受
益
者
負
担
の
原
則
を
円
一
般
化
し

市
民
に
負
担
を
転
嫁
す
る
の
は
省
一
熱
…
と
い
う
反
動
的
な
も
の
と
な

A
V

て
凶
れ
ま

ナ
a

t

愈
山
引
の
彊
℃
段
、
市
畏
、
畿
圏
宍
安
眠
費
八
十
万
円
の
増
額

κ対
し
.
社
会

叩
植
祉
で
怯
賓
通
遺
児
手
当
‘
生
活
保
護
者
の
嬉
末
見
舞
金
.
長
期
療
養
者
見

」
舞
金
、
敬
老
祝
金
念
ど
荷
物
価
命
中
で
輔
備
え
陸
き
K
さ
れ
た
ま
垂

K
な
唱
で

い
量
す
e

行
政
書
託
料
は
二
六
%
増
額
し
六
百
四
十
四
万
六
千
円
計
上
し
て
い
ま
す

が
.
規
則
を
改
め
念
い
場
績
は
民
主
的
組
織
で
あ
る
町
内
会
と
の
矛
盾
を
拡

大
す
る
だ
け
で
あ

b
ま
す
e

地
方
自
治
法
で
は
行
政
事
務
の
費
任
は
ど
〈
限

ら
れ
た
職
員
だ
け
に
な
弔
て
い
ま
す
守
古
川
畏
が
規
則
聞
を
つ
〈
る
と
と
が
で
き

b
の
は
一
法
令
に
違
反
し
念
い
棋
h
y
k
b
加
て
だ
け
で
あ
告
で
、
私
人
や
民
主

団
体
に
行
政
事
務
を
委
託
す
る
規
制
は
明
ら
か

K
地
方
自
治
法
に
違
反
す
る

も
の
で
あ
h
p
ま
す
e

前
提
凶
弘
、
市
民

κは
知
る
栴
剰
が
あ
・
9
、
昨
a
R
は
市
民

κ知
ら
せ
る
議
務

が
あ
る
と
い
っ
て
い
霊
す
が
‘
広
報
は
そ
の
た
め
倒
布
陣
有
の
事
務
K
念
弔

、
y 

#
叩
鑓

T
b
eマ

画
期
割
当

l
a
'
1
E
F
4々
2
」
1

・
主

E
E
-
-
h
-
2雪
量
，
祖
司

j
1
4
2
t

，

、

p

て
M

れ
ま
す
w

と
れ
を
町
内
会
睡
択
を
通
じ
て
配
布
一
品
す
る
の
一
段
別
の
問
題
で
.
民

主
的
帽
組
織
を
行
政
に
従
属
さ
建
る
便
宜
主
織
で
る
b
ま
す
の
で
.
改
め
る
よ

う
要
求
し
ま
す
e

次
に
?
納
税
組
合
奨
励
金
は
宮
市
税
)
由
民
年
金
‘
簡
保
税
合
計
二
千
三
百

茸
十
五
万
円
托
な
マ
て
い
ま
す
。
鎗
山
滞
納
税
等
奨
励
規
定
の
霞
的
は
、

w
m

説
等
を
容
易
か
つ
積
実

κ完
納
で
き
る
と
と
を
奨
勘
す
る
た
め
納
貌
組
合
を

設
置
す
る
と
し
‘
一
納
税
組
合
慣
択
が
市
税
雄
曹
を
期
隈
内
w
h
取
り
量

ιめ
て
納
付

し
芦
け
れ
ば
設
ら
な

u
?と
規
定
し
て
加
を
す
。
と
れ
結
明
ら
か
に
敏
雄
事
務

。
私
人

Kz対
す
る
費
僚
で
あ

b
ま
令
。

市
税
の
徴
収
M
M
.

地
方
自
治
法
第
百
四
十
九
条
で
市
授
の
担
樫
事
務
と
さ

れ
て
い
ま
す
e

問
じ
ぐ
第
二
一
段
間
十
三
条
は
公
金
の
徴
収
を
私
人
K
委
任
し

重
た
は
私
人
を
し
て
行
わ
せ
て
は
念
ら
念
日
"
と
規
定
し
て
い
を
す
官
ま
た
地

方
自
治
法
施
行
令
第
苔
五
十
八
条
も
私
人

K
徴
収
事
務
を
委
託
す
る
範
囲
を

明
ら
か

K
し
て
加
一
宮
す
。

ζ

れ
ら
の
法
令
を
総
合
的
JK
混
線
す
る
念
ら
.
市

-
税
が
公
金
で
念
い
左
ど
と
い
う
の
貯
金
〈
鵠
弁
w
h
過
ぎ
ま
せ
ん
。
法
令
K
違

反
す
る
規
定
を
改
め
る
よ
う
要
求
し
主
す
e

、
次

κ.
都
市
計
碩
事
業
の
公
歯
車
買
に
中
央
一
公
聞
の
用
地
鱒
入
費
一
一
一
千
五
育

八
十
五
万
円
が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
す
で
舵
中
央
公
置
は
完
成
し
て
い

る
の
で
現
実
性
が
な
い
ば
か

b
か
、
と
の
用
地
購
入
費
は
市
の
資
金
幌
h
y
の

た
め
に
公
社
K
売
っ
た
も
の
で
‘
そ
れ
を
市
が
公
社
か
ら
購
入
す
る
と
い
う

形
式
を
と
弔
た
も
の
で
財
産
管
理
費
と
し
て
扱
う
性
質
の
も
の
で
す
。

谷
藤
原
選
動
公
商
用
地
購
入
品
質
を
五
十
一
年
度
の
公
園
授

κ一
一
一
億
三
首
九

十
、
二
万
九
千
問
針
土
さ
れ
て
い

a

ま
す
が
‘
と
れ
も
七
年
前

κ公
社
が
取
得
し

た
も
の
で

.r惜
敗
、
の
都
市
計
酒
禦
業
と
念
号
て
い
る
も
の
を
前
の
公
園
殺
K
計

上
す
る
の
は
矛
盾
し
て
い
ま
す
。
と
れ
も
当
然
市
の
併
用
量
管
幾
畿
で
扱
加
、

..;..{ 0-

J 

ミ

、



戸 一

負
担
金
の
二
千
五
百
万
円
を
公
園
費
で
扱
う
べ
き
で
‘

酌
画
牲
を
示
し
て
、
い
ま
す
e

中
央
公
園
の
用
地
購
入
費
三
千
五
百
八
十
五
万
円
を
験
い
た
五
十
三
年
度

の
都
市
計
額
紫
は
一
億
八
百
七
十
同
九
万
五
千
円
‘

ζ
h
H
K
対
す
る
都
市
計
画

税
は
ご
億
三
千
二
十
一
万
九
千
舟
で
‘
そ
の
差
額
二
千
言
問
l
y
二
万
六
千
円

が
偽

κ流
用
さ
れ
て

W
ま
す
。
都
市
計
磁
税
位
都
市
計
画
事
業

κ要
ナ
る
繁

用
K
充

J

℃
る
た
め
の

g
的
税
で
あ
る
以
上
‘
計
画
性
記
持
q

た
も
の
に
す
る

必
袈
が
あ
b
主
す
。

次
v
h‘
歳
入
麗
で
.
幼
児
保
育
料
が
七
千
四
百
万
円
計
上
さ
れ
て
い
寸
す

#
.
館
山
市
の
保
育
料
仕
厚
生
省
基
準
よ
り
若
干
安
(
念
司
て
い
ま
す
が
‘

一
一
一
歳
来
満
児
で

D
八
‘
以
九
の
階
日
腐
は
三
万
三
千
円
か
ら
三
万
六
千
円

κな

り
‘
家
計
の
ふ
八
き
念
負
担

κな
っ
℃
い
ま
す
P
神
奈
川
崎
照
で
は
十
八
市
の
う

ち
二
万
円
を
超
た
る
の
は
戸
市
だ
け

J

で
す
e

一
地
方
自
治
法
第
十
条
二
演
の
住
民
の
捧
剰
と
負
担
分
任
の
義
務
か
ら
み
て

非
課
税
老
は
保
育
料
が
無
料
で
あ
ぶ
の
v
へ
所
得
税
を
多
〈
負
担
す
る
も
の

点
高
柿
保
育
料
、
を
負
担
し
念
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
伐
矛
盾
し
て
い
る
の
で
‘
当

官問
Mm
保
育
料
を
引
き
下
げ
る

4

ょ
う
要
求
し
ま
す
e

次
W

作
、
寄
付
金
品
一
千
万
円
に
つ
い
て
で
す
が
、
消
防
の
寄
付
金
二
吉
丸

一
十
九
万
六
不
問
は
清
防
組
構
法
第

K
条

κ違
反
す
る
も
の
で
す
。
漁
港
の
寄

付
金
四
百
六
万
四
手
再
は
県
の
事
業
の
負
担
金
を
寄
付
と
い
う
名
目
で
下
院

ιι
ろ
一
し
た
訟
の
?
市
選
鵠
袈
百
万
円
、
青
年
館
。
寄
付
金
百
八
十
万
円
ζ

れ

κじ
て
-i
管
理
者
佐
市
長
で
あ
り
・

v

公
費
で
負
担
す
べ
き
も
の
で
あ
り
ま
ナ
e

一
市
長
H
u
.

地
元
の
要
望
が
ら
っ
た
の
で
.
強
制
し
な
い
と
い
っ
て
い
ま
す

、
が
‘
強
制
し
念
い
か
ら
よ
?
と
い
う
も
の
で
は
あ
b
ま
せ
ん
?
地
方
財
政
法

第
四
魚
五
項

κ対
ナ
る
自
治
省
通
達
治
‘
品
一
般
財
源
の
不
足
を
寄
付
金

κ求

都
市
計
画
事
業
の
無

、、

ば
る
こ
と
貯
金
民
相
互
の
負
担
め
公
正
を
火
〈
の
で
)
税
で
徴
収
す
み
主
う

に
と
い
う
の
が
本
旨
と
理
解
寸
べ
き
で
あ
り
ま
す
。
よ
っ
て
、
税
外
負
担
と

念
る
寄
付
金
の
徴
収
を
合
理
化
す
と
と
を
や
め
る
よ
う
要
求
す
る
も
の
で
あ

-V
ま
す
わ

γ

次

κ‘
使
用
料
、
手
数
料
を
一
億
六
千
百
十
三
万
三
千
円
計
上
し
て
い
ま

寸
が
、
前
年
一
対
比
で
一
千
八
苔
七
十
七
万
三
千
円
一
の
増
収

κ念・
9
4
Z

す
@

a

手
数
料

K
つ
い
て
地
方
自
治
法
第
二
百
二
十
七
条
は
、
一
特
定
の
者
の
た
め

に
す
る
も
の
K
っ
き
手
数
料
を
徴
収
す
る
と
と
が
で
き
る
と
規
定
し

τい
ま

す
。
実
例
で
も
行
政
・
ょ
の
必
要
の
た
め

K
す
る

g-務
K
A
d
柄
て
は
手
数
料
は

、
徴
収
で
き
な
M
w
b

事
務
段
閣
官
慣
の
事
務
の
み
念
ら
ず
委
任
事
務
‘
行
政
事
務

を
含
む
と
し
て
加
を
す
a

易、
ζ
4
1

国
民
年
金
受
給
者
証
明
位
特
定
の
本
入
の
必
要
か
ら
で
は
念
〈
一

社
会
録
検
庁
業
務
課
の
事
務
の
必
要
か
ら
被
保
険
者
に
求
め
ら
れ
る
も
の
で
抑

布
の
手
数
料
一
条
例
第
七
条
二
項
v
h
該
当
す
る
と
み
る
の
が
妥
滋
で
あ
L
P
ま

ナ

?

の
で
‘
そ
の
よ
う
に
取

b
扱
ラ
ょ
う
喪
家
加
え
し
ま
一
す
'e

以
上
、
問
題
点
を
指
摘
じ
ま
し
た
が
‘
五
十
一
品
一
年
度
予
算
は
相
変
釘
ず
市

民
K
背
を
向
け
た
予
欝
に
念
勾
て
い
ま
す

P

私
は
市
政
の
民
主
化
‘
市
民
生

活
防
衛
の
立
場
か
ら
議
案
第
一
二
芳
昭
和
五
十
一
二
年
度
館
山
市
一
般
会
計
予
算

κ民
一
対
す
る
も
の
で
あ
b
ま
す
。

次
K
.
J
一
私
は
議
案
第
四
一
号
昭
和
五
十
三
年
度
鉱
山
市
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
予
算
に
反
対
す
る
討
論
を
行
帆
走
す
れ
一
!

国
保
会
計
の
本
年
度
予
算
は
‘
歳
入
貸
出
と
a
s
k
÷
四
億
千
四
百
七
十
九

万
九
千
円
で
す
が
.
歳
出
の
面
で
保
険
給
付
費
低
十
三
億
五
千
三
十
九
万
四

千
-
円
‘
前
年
前
比
で
ニ
億
四
千
百
八
十
八
万
六
千
円
‘
一
二
・
七
%
の
増
と

ま
師
九
二
月
一
日
の
医
療
費
値
上
げ
九
・
‘
六
%
か
ら
み
る
と
大
幅
な
増
K
な
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蝉
雪
国
民

a買
主

Z
h
v宮
司

4
E
-
a山

3
3
4刻

、

Z
A
-
-
a
n
i
-
4

q

て
M
P

金
品
y
e

ず
歳
入
の
一
一
砲
で
は
、
国
庫
支
出
金
八
億
二
千
九
万
一
ニ
キ
円
、
前
年
対
比
で
一

億一
ι

一
千
七
十
二
万
4
4
i
円
‘
一
八
一
・
九
%
の
増
。
保
険
税
は
五
億
七
千
九
苔

六
+
九
万
四
千
円
で
前
年
対
比
叫
億
七
百
六
十
六
万
ニ
千
円
、
ニ
ニ
・
入
%

の
増
K
念
り
ま
す
。

ζ

れ
を
三
月
惜
制
定
後
の
四
億
一
一
千
八
百
五
万
二
千
円
と

対
比
す
る
と
コ
一
五
・
四
%
の
増
と
な
h
y
，
過
大
見
込
み

κな
っ
て
い
る
よ
う

に
患
わ
れ
ま
す
。

ハ
祖
国
晴
雄
昇
資
料
て
は
?
保
険
税
一
世
帯
六
万
六
千
九
百
六
十
三
円
‘
前
年
対
比

二
'
一
・
一
%
の
増
‘
一
人
当
た
り
二
万
二
千
九
百
三
十
一
円
、
前
年
対
比
ニ

一
¥
七
%
の
増
に
念
ヲ
て
加
ま
す
@
一
世
帯
当
た
り
の
保
検
税
以
前
年
対
比

F

で
一
万
一
千
六
百
七
十
二
円
の
増
，
六
月
算
定
で
一
万
七
千
百
八
十
四
円
の

.
増
と
な
り
‘
市
民

κと
っ
て
は
大
き
な
負
担
増
し
K
念
h
y
圭
す
e

援
療
費
一
と
関
係
の
な
ご
障
費
は
他
会
計

κ移
す
よ
う
主
張
し
て
き
垂
l
u
た

が
、
本
年
度
は
保
健
婦
設
置
品
質
二
千
鴎
百
二
十
四
万
五
千
円
が
一
般
会
計

κ

護
ぎ
れ
ま
し
た
が
、
事
務
貨
の
超
過
負
担
分
二
千
六
百
七
十
七
万
六
千
円
、

動
産
費
一
千
二
百
十
六
万
円
‘
葬
祭
費
六
一
昏
六
万
円
?
育
児
費
百
八
十
ニ
万

四
千
円
合
計
四
千
六
百
八
十
二
万
円
は
他
会
計
に
移
す
べ
き
性
質
の
も
の
で

る
h
p

ま
す
。
し
た
が
喧
て
.
他
会
計

κ、
移
す
か
‘
一
般
会
計
か
ら
繰
・
92入
れ

る
根
拠
が
あ
る
と
思
M

れ
ま
す
。

念
影
、
留
保
税
の
軽
減
を
図
る
た
め

K
打
撃
務
殺
の
超
過
負
担
を
な
〈
し

閣
の
負
担
金
及
び
焚
付
金
を
そ
れ
ぞ
れ
五
%
ず
つ
引
き
上
げ
る
よ
ラ
要
求
し

議
案
第
四
号
昭
和
五
十
三
年
度
館
山
市
国
民
健
康
保
険
紙
特
別
会
計
予
算
K
反

前
ー
す
る
一
ち
の
で
ど
ざ
い
ま
す
e

。
議
長
〈
吉
国
勇
治
郎
君
〉
次
‘

三
五
番
議
員
辻
田

一
五
番
辻
田
実
君
。

実
意
登
壇
)
ハ
拍
手
)

。
一
五
番
ハ
辻
問
実
世
相
)
一
般
会
計
麓
び

κ特
別
会
計
K
フ
い
て
御
意
見

を
申
仁
上
げ
た
い
と
患
い
ま
す
¢

今
回
の
予
算
に
つ
き
ま
し
て
は
加
ろ
凶
ろ
な
問
題
点
も
ど
ざ
凶
ま
す
る
け

れ
ど
も
、
今
日
の
社
会
情
勢
等
勘
案
し
て
原
案
に
轟
寛
成
を
い
た
す
も
の
で
ど

ざ
い
ま
す
e

し
か
し
念
が
ら
、
賛
成
す
る

K
対
し
て
幾
つ
か
の
間
題
点
に
つ

い
て
意
見
を
申
し
述
べ
た
い
と
思
う
の
で
ど
ざ
い
ま
す
6

ま
ず
第
一

κ、
予
算
の
総
括
的

K
見
て
ま
い
・
9
委
す
る
と
.
施
政
方
針
K

も
開
明
ら
か

κさ
れ
て
か
り
ま
す
よ
う

K
一
五
十
一
年
・
度
w
h
h
w

加
て
赤
字
財
政

を
克
服
し
、
財
政
の
健
全
化
を
基
調
と
し
今
日
K
至
っ
て
L
V

るの

ζ

ラ
い
ラ
前
援
に
立
っ
て
予
算
を
見
て

b
b
主
す
る
け
れ
ど
も
‘

ζ

の
点

κ
つ
い
て
は
私
は
先
般
の
通
告
質
問
で
質
問
を
い
た
し
ま
し
た
が
、
収
支
k

hv
き
主
す
と
こ
ろ
の
バ
ラ
ン
ス
の
商
に
つ
い
て
は
黒
字
財
政
と
い
う
と
と

κ

な
っ
て
か

b
ま
す
る
け
れ
ど
も
、
そ
の
内
容
に
h
w
き
ま
し
て
起
僚
の
依
存
度

が
非
常

κ高
ま
唖
て
b
る
と
‘
起
債
の
依
存
度
が
高
量
る
中
で
も
っ
て
国
庫

支
出
金
.
補
助
金
等
の
増
額
を
得
て
相
乗
的
に
と
う
し
だ
と
ζ

る
の
予
算
が

ふ
え
て
か
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
は
・
れ
ど
も
、
と
の
ζ

と
に
フ
き
ま
し
て
は

一
定
の
静
舗
を
い
た
し
た
い
と
思
う
わ
け
で
ど
ざ
い
ま
す
。
し
か
し
念
が
ら

や
は
り
こ

ρ
ょ
う
念
予
算
の
脅
組
み
を
総
み
上
げ
る
一
一
つ
の
柱
K
‘
ま
た
捻
=

進
す
ゐ
柱
K
起
僚
に
依
存
し
て
h
v
る
と
い
う
と
と
に
つ
い
て
は
今
後
十
分
検

討
し
て
い
た
だ
き
た
怖
と
と
を
、
ま
ず
要
望
い
た
し
て
b
き
た
い
と
患
加
ま

す
n二

番
目

K
.
支
出
の
中

K
，

b
晶
骨
量
し
て
公
共
事
業
が
か
な
h
y
導
入
さ
れ
ま

し
て
‘
市
民
生
活
mw
義
盤
整
備
に
つ
き
重
し
て
は
一
定
の
前
進
を
さ
れ
て
か

る
ζ

と
を
評
傾
い
た
す
わ
け
で
ど
ざ
柿
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
‘
ま
だ
福
祉

関
係
に
つ
き
ま
し
て
‘
重
た
体
育
関
係
等
に
つ
き
量
し
て
は
、
こ
れ
ら
の
予

t 
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第
に
比
べ
を
す
る
と
不
十
分
な
点
が
見
当
た
る
わ
け
で
ど
ざ
い
ま
し
て
‘
と

の
点
に
つ
き
ま
し
て
は
今
後
十
分
補
社
、
ス
ポ
ー
ツ
と
ラ
い
う
も
の
と
の
バ

ヲ

y
m
を
考
え
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
う
わ
け
で
と
ざ
い
ま
す
。

と
う
し
た
観
点
K
立
ち
ま

L
て
‘
具
体
的

κ私
路
支
出
の
蕗
で
も
唖
て
五

点
、
収
入
の
菌
k
h
s
き
ま
し
て
問
点
に
わ
た
り
ま
し
て
喪
留
意
見
を
申
し
述

べ
た
怖
と
思
ラ
の
で
ど

a

ざ
い
主
ナ
。

ま
ず
‘
支
出
の
磁
の
要
望
意
見
の
第

?u.
第
二
敵
艦
穆
費
中
k
h
v
き
ま

す
と
と
る
の
紡
犯
灯

t

新
殺
事
業
補
助
金
七
十
万
円
、
五
十
占
H

所
A
N
で
ご
ざ
い

ま
令
け
れ
ど
も
‘
か
念
h
y
街
灯
は
普
及
し
て
か
る
わ
け
で
ご
ざ
い
会
す
け
れ

ど

IR
し
か
し
ト
主
だ
い
ま
だ

κ地
域

K
か
さ
を
す
と
と
る
の
小
・
中
学
生

の
タ
ラ
プ
活
動
後
k

b
き
ま
す
と
と
る
の
通
学
道
路
等
k
b
u
p
て
ま
だ
電
気

が
ほ
し
い
。
と
う
い
う
意
見
も
か
な
h
p
出
て
hw
る
わ
付
で
ど
ざ
い
ま
す
る
の

で
.
と
の
防
犯
貯
五
十
カ
所
の
設
世
広
場
た

b
ま
し
て
は
通
学
路
を
中
心
に

し
て
よ

b
一
一
服
の
充
実
を
閣
ら
れ
設
す
よ
う
喪
蟹
い
た
し
た
M

引
が
帥
刊
で
ど
ざ

い
ま
す
。

第
二
点
は
曲
農
林
水
産
・
費
で
と
ぎ
柄
ま
ず
。
と
れ
ほ
通
告
膚
質
問
の
中
で
一
-
一
一

番
議
員
が
指
摘
さ
れ
て
h
V
4

た
わ
け
で
ど
ざ
』
れ
ま
す
る
け
れ
ど
も
、
今
年
は

a

減
反
政
策
を
め
ぐ
唖
て
農
村
が
非
常

κ転
換
期
K
き
て
川
町
る
わ
け
で
ど
ざ
い

ま
す
e

特
vh
滋
麓
を
め

p
o
て
稲
作
の
転
換
奨
励
が
打
ち
出
さ
れ
て
hw
る
わ

け
で
ど
ざ
M

円
安
ナ
る
け
れ
ど
も
‘
予
算
案
を
毘
る
中
k
h
w
さ
、
ま
し
て
、
食
品
得

水
量
費
二
億
三
千
九
百
二
十
万
円
、
前
年
対
比
二
千
五
十
万
円
の
滅
に
な
q

て
診
る
と
。
と
の
具
体
的
な
内
容

κ
っ
き
主
し
て
は
.
一
三
番
畿
車
問
の
討
論

の
中
で
も
ゆ
て
か
な
い
り
念
さ
れ
て
点
り
ま
し
だ
け
れ
ど
も
‘
と
う
し
た
計
教

の
ゆ
に
か
い
て
、
市
臣
賞
は
農
業
政
策
は
・
む
し
ろ
内
容
的

K
進
ん
で
hv
る
と
加

う
よ
う
な
菌
も
指
構
さ
れ
て
か

A
Y

た
わ
け
で
ど
ざ
い
ま
す
る
け
れ
ど
も
‘
し

か
し
念
が
ら
日
本
農
業
、
の
ま
さ

κ磁
織
的
な
政
策
で
あ
る
と
ζ
ろ
の
稲
作
転

換
事
業
が
今
年
度
か
ら
推
進
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
わ
け
で
ど
ざ
い
ま
す
の

で
‘
よ
り
一
層
二
億
三
千
九
百
二
十
万
円
の
予
算
を
稲
作
転
換
の
衝
k

b
い

て
成
果
を
上
げ
ら
れ
ま
す
主
ラ
K
.
そ
し
て
と
れ
ら
K
つ
い
て
不
十
分
念
点

に
つ
い
て
は
補
正
予
算
等

K
つ
加
て
優
先
的
院
補
正
財
源
を
穆
保
し
な
が
-HJ

稲
作
転
換
総
量
の
推
進
K
当
た
っ
て
い
た
だ
き
た
い
ζ

と
を
婆
鑓
加
え
ず
次

第
で
ど
ざ
柿
ま
す
e

ー

す

、

、
第
三
番
目
K
、
第
七
歎
緩
光
翁
助
金
で
ど
ざ
加
重
す
る
け
れ
ど
も
‘
昨
年

干
年
間
夫
賓
努
力
を
さ
れ
た
面
陀
つ
き
ま
し
て
は
静
舗
を
い
た
し
た
い
ム
患

う
わ
け
で
ど
ざ
納
ま
す
け
れ
ど
も
‘
し
か
し
念
が
ら
観
光
協
会
の
再
建
肱
非

常

K
む
ず
か
し
柿
幾
つ
か
の
薄
暗
官
が
あ
る
や

K
聞
い
て
い
る
わ
け
で
あ
h
y
ま

し
て
‘
と
の
商
に
つ
uw
て
は
瞬
年
問
機
五
百
九
十
万
向
の
予
算
を
計
上
さ
れ
.

た
わ
け
で
ど
ざ
い
を
寸
る
の
で
‘
単
v
h
予
算
。
支
出
を
も
噌
て
云
々
す
る
わ
同
日

け
で
は
ど
ざ
い
垂
せ
ん
け
れ
ど
も
、
観
光
館
山
に
ふ
さ
わ
し
い
再
韓
さ
れ
ま
-

す
主
A
Y
.

と
の
予
算
が
剰
用
さ
れ
る
よ
う
に
一
つ
よ
ろ
し
〈
hw
願
怖
い
え
し

た
〈
裏
聾
す
る
次
第
で
ど
ざ
い
虫
す
の

四
番

g
k
.
土
木
俊
で
ど
ざ
い
ま
す
る
け
れ
ど
も
.
今
国
道
路
新
設
改
良

費
一
億
四
千
三
宮
九
十
万
円
が
計
上
さ
れ
て
hx
る
わ
け
で
ど
ざ
い
A
Z
し
て
‘

ζ

の
菌
K
つ
き
ま
し
て
は
既
設
の
市
道
か
ら
星
通
等
K
歪
る
舗
装
、
改
修
も

し
て
い
〈
‘
と
う
い
ラ
留
が
貧
農
の
中
で
議
平
打
ち
出
さ
れ
て
h
f

，
る
わ
け
で

ど
ざ
い
ま
ナ
る
け
れ
ど
も
‘
特

κ提
来
の
市
道
政
も
ち
ろ
ん
の
と
き
一
生
活

道
路
と
言
わ
れ
て
い
ゐ
星
通
と
い
う
ん
で
す
か
.
協
議
と
い
う
ん
で
ナ
か
.

と
う
い
う
菌
に
か
き
ま
サ
と
と
る
の
鯵
装
‘
改
修
に
カ
を
入
れ
て
い
た
だ
き

た
い
e

と
の
と
と
に
つ
い
て
要
望
を
い
た
す
次
第
で
ど
ざ
い
ま
す
e

第
五
番
目
V

仏
、
第
十
款
教
育
費

κ
つ
加
て
で
ご
ざ
い
金
十
る
け
れ
ど
も
，



西
岬
中
学
校
の
防
音
改
築
事
業
w
h

つ
い
て
院
予
算
委
員
回
授
の
方
か
ら
若
手
の

意
見
が
‘
討
論
の
経
遜
が
報
告
さ
れ
て
か
タ
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
や
は
h
y
五

十
五
年
度
統
合
を
目
指
し
て
令
る
わ
け
で
ど
ざ
い
ま
す
る
か
ら
‘
と
の
点

K

つ
い
て
は
単

κ茜
岬
だ
け
の
問
題
で
は
な
い
と
い
う
委
員
畏
の
指
摘
が
あ
b

ま
し
た
よ
う
K
、
一
つ
ζ

の
校
舎
改
築
K
対
し
て
‘
防
衛
庁
の
予
算
が
つ
い

た
か
ら
と
い
w
う
と
と
だ
け
で
.
教
育
の
現
場
K
支
障
を
来
す
ζ
と
mu
念
加
工

う
に
最
普
の
注
意
を
ば
ら
4

て
い
た
だ
き
た
い
。

特

κ.
と
の
防
音
改
築

κ
つ
き
ま
し
て
は
、
私
個
人
的
に
は
.
や
は
り
統

合
す
る
守
学
校
の
一
部
分
が
一
年
入
ゐ
か

λ
ら
念
い
た
め
に
校
舎
を
つ
〈
る
‘

.
し
か
し
念
が
ら
そ
れ
は
中
学
校
を
つ
〈
ゐ
と
加
企
名
目
で
建
弓
た
け
れ
ど
も

し
か
し
そ
れ
ば
ほ
か
の
ふ
も
.
の

κ転
用
す
る
ん
だ
‘

ζ

う
い
う
よ
う
な
形
の
説

明

κ
つ
い
て
M
U
.

教
育
施
設
と
し
て
私
信
非
常
K
耐
え
が
た
い
も
の
が
あ
る

わ
け
で
ど
ざ
い
を
す
@
し
か
し
念
が
ら
こ
れ
は
時
間
普
校
舎
建
築
の
一
環
と
し

て
‘
酋
岬
中
学

κ俊
わ
な
い
け
れ
ど
も
し
か
し
西
陣
中
学
と
し
て
つ
〈
ら
念

〈
ち
字
会
ら
泊
と
い
う
‘
今
日
の
財
政
構
造
の
状
況
と
い
う
も
の
は
わ
か

b

量
寸
る
け
れ
ど
も
、
そ
の
点
付
や
は
h
p
わ
れ
わ
れ
議
員
と
い
た
し
ま
し
て
も

と
の
予
算
を
承
麗
し
、
そ
し
て
有
効

κ拍
執
行
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
加
夕
飯

聾
も
あ
る
わ
け
で
ど
ざ
W
ま
す
け
れ
ど
も
、
そ
う
し
た
も
の
を
や
は

b
一
議

員
之

ιて
も
う
て
・
9

る
。
と
の
と
と
は
多
〈
の
市
民
の
中
K
も
そ
う
し
た
ζ

と
が
行
わ
れ
る
の
か
.
教
育
と
い
う
も
の
は
そ
今
い
う
も
の
で
い
加
の
か
.

ζ

ろ
柿
う
よ
う
な
意
見
も
あ
る
と
い
う
と
と
を
十
分
念
頭
k
b
い
て
.
と
の

と
と
は
教
育
的
な
立
場
に
か
い
て
十
分
執
行
K
あ
た
ゥ
て
は
考
離
し
て
い
た

だ
き
た
柿
.
と
の
よ
う
に
御
意
見
を
由
申
し
上
げ
た
い
と
患
う
わ
け
で
ど
ざ
い

量
す
。さ

ら

κ‘
市
民
体
帯
情
館
建
設
事
業
費
一
億
三
千
五
苔
七
十
八
万
五
千
同
が

一局、

ヤ

l
1
J今

f
4
1，
 

、
笥‘

ず

1

1

4

4

 

土、

計
上
さ
れ
て
h
v

る
わ
け
で
ど
ざ
い
主
す
の
非
常

κ.
先
段
ど
も
市
民
運
動
施

設
に
つ
い
て
ほ
無
料
を
提
唱
し
た
わ
け
で
ど
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
館
山
市

κ

h

v

い
て
は
市
民
体
富
岡
崎
閣
が
念
い
わ
け
で
ど
ざ
い
ま
す
る
か
ら
.
ぜ
ひ
と
の

市
民
体
育
館
を
年
度
内
の
完
成
が
で
き
量
ナ
ょ
う

K
.
そ
れ
も
一
目
で
も
‘

一
月
で
も
早
ぐ
実
現
さ
れ
ま
す
ま
う
に
努
力
を
頼
加
え
い
れ

ζ

の
点
M
H

つ
い

て
は
予
算
の
見
過
し
等
か
ら
い
4

て
、
時
期
が
加
つ
に
な
る
か
わ
か
ら
念
い

と
加
う
よ
う
念
ζ

と
を
嘗
わ
れ
て
h
g
h
M
ま
す
け
れ
ど
も
‘
政
府
に
も
w
い
て
は

公
共
事
業
の
育
成
を
掲
げ
‘
そ
し
て
景
気
浮
揚
の
留
か
ら
も
で
き
る
だ
け
と

う
し
た
事
業
を
早
ぐ
行
い
た
い
と
い
う
姿
勢
も
あ
る
わ
け
で
ご
ざ
加
量
す
か

ゐ
ら
.
念
か
念
か
困
難
な
と
と
で
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
.
そ
う
M

引

っ
た
一
関

κつ
い
て
の
関
係
官
庁
へ
一
の
訴
街
、
と
う
い
う
I
A
J
-
な
面
κ
h
f
u
引
て

も
十
分
配
慮
し
て
、
年
度
内
完
成
を
戸
田
も
早
〈
で
き
ま
す
よ
う
訟
原
加
し

た
悼
と
と
を
要
錨
帽
す
る
次
第
で
と
ざ
い
宝
す
e

ζ

れ
と
同
じ
よ
う

K
.
館
山
小
学
校
の
プ
ー
ル
一
二
千
八
事
万
、
昆
阿
梅
問
中
学

校
の
プ
ー
ル
コ
一
千
万
‘
と
れ
に
つ
き
ま
し
て
も
こ
ニ
番
議
員
の
ほ
う
か
ら
一
夏

κ開
κ合
わ
な
け
れ
ば
意
味
が
な
い
の
で
、

ζ

う
怜
う
と
と
が
質
疑
の
中
で

も〆
q

て
指
摘
さ
れ
て
h
g
h
y
垂
し
た
け
れ
ど
も
、
ま
さ

κ
そ
の
と
b
h
y
で
ど
ざ

い
合
し
て
.
浪
水
プ
ー
ル
じ
宇
ど
ざ
い
ま
せ
ん
か
ら
‘
七
.
八
、
九
月
を
は

ず
し
て
し
ま
加
ま
寸
と
も
う
一
年
間
は
使
え
念
い
.
と
う
い
う
状
況

K
あ
ゐ

点
を
考
慮
un

た
だ
き
主
し
て
‘
ひ
と
つ
絡
段
の
早
期
実
現
へ
の
努
力
を
お
願

い
し
た
い
わ
け
で
ど
ざ
い
ま
す
ー

な
h
f

‘
九
重
小
学
校
の
麗
内
運
動
場
k
h
j
u
m

て

jt
か
念
h
M
老
朽
牝
海
ひ

ど
い
わ
け
で
ど
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
‘
と
の
五
千
百
九
十
ニ
万
円
。
予
算
執

行

κあ
た

A
V

て
も
.
前
記
問
機
ひ
と
つ
よ
る

ι
c
b頼
』
引
い
・
た
し
た
い
わ
け

で
ど
ざ
加
ま
す
の

-21-



さ
ら

κ、
第
六
点
目
と
い
た
し
ま
し
て
体
育
の
振
興
補
助
金
が
四
百
三
十

万
円
計
上
さ
れ
て
b
る
わ
け
で
ど
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
し
か
し
な
が
ム
体

育
会
敵
K
対
す
る
と
と
ろ
の
管
理
、
運
営
並
び
に
振
興
費
、
こ
う
し
た
も
の

が
全
体
的
に
少
左
い
よ
う

K
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
飯
山
市
は
体
力
づ
〈
り
を

一
市
民
憲
章
の
第
一
条
に
掲
げ
て
が
る
わ
け
で
ど
ざ
い
ま
し
て
、
今
回
の
予
算

に
つ
い
て
は
一
ま
だ
ま
だ
不
十
分
な
点
は
ど
ざ
い
量
す
け
れ
ど
も
‘
総
体
的
な

-r
予
算
速
営
の
中
で
も
っ
て
ζ

の
程
度
で
や
む
を
得
な
い
と
い
た
し
ま
し
て
も

ひ
と
つ
体
育
援
興
費

K
つ
い
て
、
位
十
分
な
配
慮
を
し
て
‘
体
育
の
援
興

κ努

事
め
て
い
た
だ
き
た
い
と
と
を
要
望
い
た
す
次
第
で
ど
ざ
い
ま
す
。

次

κJ、
収
入
の
蕗

κ
つ
い
れ
て
で
ど
ざ
一
い
ま
す
け
れ
古
も
?
館
山
市
の
財
政

構
造

κ
つ
い
て
は
一
般
討
論
。
中
で
も
っ
て
い
た
し
て
ざ
た
と
と
る
で
ど
ざ
'

い
ま
す
け
れ
ど
も
‘
ま
ず
地
方
税

K
つ
い
て
は
前
年
度
当
初
見
込
み
額
に
対

L
て
一
一
二
・
八
%
の
見
込
み
を
立
て
ら
れ
て
h
f

る
わ
け
で
ど
ざ
い
ま
す
e

し

か
し
念
が
ら
国
の
地
方
財
政
計
画
を
見
ま
す
る
と
、
地
方
税

κ
つ
凶
て
ば
総

体
と
い
え
し
重
し
て
一

0
・
四
%
の
上
昇
率
で
ど
ざ
い
ま
す
か
ら
、
こ
れ
か

ら
見
る
と
コ
一
・
八
%
増
で
ど
ざ
加
ま
す
c

し
か
し
念
が
ら
国
の
一

0
・
四
%

の
地
方
財
肢
収
入
見
込
み
増
額
に
つ
い
て
の
内
訳
を
検
討
い
た
し
ま
十
る
と

個
人
住
民
税
k

b
い
て
は
一
七
%
、
闇
定
資
産
税
κ

b
い
て
は
一
七
・
六
%

と
い
う
と
と
で
ど
ざ
い
主
す
の
そ
し
て
ζ

の
地
方
財
政
計
画
の
中

κ
シ
い
て

指
摘
さ
れ
て
・
殺
り
ま
す
よ
う
K
法
人
関
係
。
落
ち
込
み
が
あ
る
の
で
、
法
人

税
K
怯
存
す
る
と
ζ

る
の
市
町
村
は
と
れ
よ
-D
も
財
政
状
況
が
変
わ
唖
て
〈

る
と
い
う
と
と
で
も
う
て
‘
法
人
税
関
係
付
金
体
と
じ
て
は

0
・
八
%
の
伸

び
K
と
ど
め
て
い
る
わ
け
で
ど
ざ
い
ま
す
。
法
人
税
関
係
の
伸
び
が

04
・
八

と
い
う
ζ
と
で
ど
ざ
い
ま
す
一
か
ら
‘
査
体
的
に
は
一

0
・
四
%
《

ιた
が
い

合
し
て
館
山
市
の
市
民
税
の
基
本

κな
っ
て
い
る
の
は
個
人
住
民
税
並
び
に

-
子

R
E
三
L

・E
B目
3
9
-
E
B
k
h
F
E
V
P
B
ヲ

T
E
r
r
・、

t
，
r--

固
定
資
愛
税
が
中
心
で
ど
ざ
い
ま
す
の
と
の
菌
か
ら
い
き
ま
す
る
と
、
一
三

.
八
%
と
い
引
う
の
は
税
収
入
と
し
て
日
本
の
財
政
計
画
の
状
況
の
中
か
ら
見

て
若
手
下
回
わ
ゐ
ん
じ
宇
な
い
か
?
と
う
い
っ
た
点

κ
つ
い
て
今
後
考
え
て

か
な
け
れ
ば
い
け
念
い
ん
じ
キ
な
い
か
。
私
が
試
算
し
て
い

f
な
ら
ば
や
は

封
一
六
・
五
%
か
ら
{
七
%
ぐ
ら
い
の
見
込
め
る
よ
う
な
財
政
規
模
K
し
て

い
か
な
け
れ
ば
長
期
的
念
面
の
財
政
運
営
と
し
て
健
全
と
い
う
と
と
は
奮
い

切
れ
な
い
ん
じ
宇
な
い
か
と
思
い
ま
し
て
‘
と
の
面
K
つ
加
て
ひ
と
つ
努
力

方
を
要
望
十
ゐ
次
第
で
ど
ざ
い
ま
す
。

二
番
目
に
地
方
交
付
襲
で
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
‘
と
れ
は
多
〈
酪
議
し

た
と
こ
ろ
で
ど
ざ
い
主
ず
e

国

κ沿
い
て
は
七
兆
四
百
億

i
i前
年
よ

b
一

兆
三
千
三
百
四
十
五
億
の
婚
で
ど
ざ
い
ま
す
の
ニ
三
切
の
増
績
を
み
で
た
る

わ
け
で
ど
ざ
い
ま
す
の
基
準
財
政
需
委
額
で
見
て
ま
い
り
ま
す
と
、
経
常
経

費
で
も
っ
て
九
%
か
ら
一

0
4
F
の
伸
び
‘
投
資
的
経
費
の
一
闘
で
も
っ
て
一
九

%
か
ら
こ
O
%
が
市
町
村
地
方
交
付
税
分
と
し
て
見
込
ま
れ
て
か
る
わ
け
で

ど
ざ
い
ま
す
?
し
か
し
な
が
ら
、
徳
山
市
に
か
き
ま
す
と
ζ

ろ
の
焚
特
税
の

増
加
率
は
昨
年
実
績
と
い
う
こ
と
で
沿
っ
て
‘
ほ
と
ん
ど
ζ

う
し
た
一

o'

か
ら
ニ
O
%
の
見
込
み
と
い
う
も
の
は
見
込
ま
れ
て
が
ち
な
い
。
と
の
商

κ

つ
い
て
は
十
分
検
討
を
さ
れ
圭

L
で
‘
地
方
交
付
税
の
増
額

κ努
力
し
て
も

ら
い
た
い
、
か
よ
う

K
患
う
わ
け
で
ど
ざ
い
ま
す
。

そ
の
次

K
、
国
庫
支
出
金

κ
つ
い
て
は
、
国
全
体
と
し
て
は
}
七
%
の
増
、

し
か
し
な
が
ら
一
般
公
共
事
業
費
に
つ
い
て
は
三
間
・
五
%
の
増
、
災
警
復

旧
事
業
を
除
ぐ
と
一
一
一
昨
・
五
%
の
増
に
な
る
わ
け
で
-
ど
ざ
い
主
す
。
館
山
市

κ・
砕
い
て
は
国
慮
支
出
金
付
約
一
一
一
O
係
強

K
な
っ
て
が
り
ま
す
る
か
ら
.
国
庫

支
出
金

K
つ
い
て
は
主
あ
生
あ
で
あ
ろ
う
と
い
う
ふ
う
に
思
う
わ
け
で
と
ざ

加
重
す
る
け
れ
ど
も
、
地
方
僚
に
が
い
て
、
国
k

h

f

い
て
は
前
年
対
比
一
兆

...，24-
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三
千
夫
百
三
十
五
億
丹
む
増
加
を
み
て
・
9
る
わ
け
で
乙
ざ
川
町
一
乏
し
て
‘
し
た

が
い
合
じ

J

て
乙
の
増
加
率
は
二
三
%
で
と
ざ
悼
垂
ナ
。
し
か
し
念
が
ら
館
山

市

Kι
即
き
ま
す
と
と
る
の
一
般
会
計
り
増
加
惑
は
七
O
%
を
超
え
て
h
v
b
ま

す
叩
特
K
全
体
的
な
地
方
債
の
増
加
率
は
ニ
コ
一
%
で
ど
ざ
い
ま
す
る
け
れ
ど

も
‘
一
般
会
計
分
の
地
方
債
の
増
績
は
国

κ一
会
加
て
も
三
ニ
，
九
%
で
ど
ざ

杭
全
す
か
ら
、
と
の
地
方
債
の
部
商
k
h
v
い
て
は
非
常

K
ハ
イ
ペ

I
R
の
増

加
を
み
て
診
る
わ
け
で
ど
ざ
い
ま
し
て
‘
し
た
が
い
ま
し
て
ζ

の
菌
か
ら
み

一
て
量
い
り
ま
す
と
国
庫
支
出
金
が
か
な

b
ふ
え
て
も
い
い
の
で
は
念
い
か
と

か
よ
う

κ思
う
わ
け
で
ど
ざ
」
引
証
し
て
、
し
た
が
い
ま
し
て
と
う
し
た
面

κ

h
g

い
て
地
方
債
の
増
加
比
率
か
ら
見
て
圏
庫
支
出
金
等
に
つ
い
て
の
増
が
総

体
的

κ調
整
さ
れ
て
告
ら
な
い
と
い
う
ζ

と
に
つ
い
て
は
、
若
手
検
討
の
余

地
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
‘
と
の
よ
う

K
患
う
わ
け
で
ど
ざ
加
ま
し
て
‘
今

日
鎗
山
市
の
市
僚
の
残
額
が
五
十
二
年
度
で
一
一
一
十
四
億

κ遣
し
て
砂
る
‘
そ

し
て
ζ

の
元
利
償
還
衝
が
本
年
度
予
算

κ
bい
て
は
一
一
一
億
四
千
五
百
九
十
ニ

万
円
K
遣
し
て
宇
'
唱
と
い
う
ζ

と
で
ど
ざ
い
圭
す
。

ζ

の
と
之
は
年
々
扱
え

置
き
期
間
が
切
れ
て
ま
い
り
ま
す
と
増
加
し
て
〈
右
わ
け
で
ど
ざ
い
ま
し
て
‘

ζ

の
面
K
つ
い
て
は
伊
費
委
員
長
の
健
う
か
ら
報
告
が
ご
ざ
い
ま
し
た
よ
う

に
、
長
期
償
還
計
碩
を
立
て
て
運
用
さ
れ
る
と
と
を
要
認
す
る
.
と
う
い
う

意
見
が
出
さ
〆
れ
て
b
る
わ
け
で
ど
ざ
い
ま
す
の
で
?
し
た
が
加
重
し
て
地
方

f

倹
K
つ
い
て
の
洗
い
竃
し
を
b
願
い
を
い
た
し
た
い
と
思
う
わ
け
で
ど
ざ
い

ま
す
。第

四
番
目

K
、
部
制
施
行

κ伴
う
財
政
執
行

K
つ
い
て
で
ど
ざ
い
ま
す
け

れ
ど
も
、
議
案
第
十
号
、
十
一
号
議
決
さ
れ
ま
し
た
ζ

と
K
よ
っ
て
都
制
が

敷
か
れ
る
わ
け
で
ど
ざ
い
ま
す
。
特
K
十
一
号
議
案
の
中
K
・
砕
い
て
は
職
糟

制
の
編
成
が
あ
h
y
ま
し
て
‘
特
一
等
級
と
い
う
も
の
が
設
置
さ
れ
た
わ
け
で

ど
ざ
怖
を
す
の
で
‘
と
れ
に
伴
う
と
と
る
の
職
階
制
の
変
化
が
当
然
出
て
〈

る
も
の
と
思
わ
れ
ま
ナ
。
市
長
は
現
状
の
謀
長
制
度
K
つ
い
て
は
そ
う
大
き

4
変
わ
ら
な
い
と
い
う
ζ

と
を
指
摘
し
て
h
f

・-9
ま
し
た
け
れ
ど
も
‘
し
か
し

な
が
ら
現
実
的
に
は
十
一
号
議
案
の
特
一
の
制
度
に
よ
っ
て
職
階
制
は
大
き

〈
変
わ
ら
ざ
る
を
得
な
〈
念
っ
て
〈
る
だ
ろ
う
と
い
う
ζ

と
が
見
込
伎
れ
る

わ
け
で
ど
ざ
泊
ま
す
の
予
算
の
執
行
は
や
は
・
9
職
員
で
ど
ざ
い
ま
す
。
と
う

し
た
と
と
ろ
一
の
職
階
制
の
変
更
に
よ
・
9
ま
し
て
予
算
の
執
行
に
支
障
を
来
す

と
と
も
念
か
ろ
う
か
と
思
凶
ま
す
け
れ
ど
も
、
十
分
‘
全
体
的
念
予
算
速
営

が
ス
ム
ー
ズ
に
念
さ
れ
ま
す
よ
う
要
欝
加
え
'
し
ま
し
て
、
一
一
般
会
計

e

に
か
き

ま
す
と
ζ

ろ
の
意
見
を
終
ら
せ
て
い
た
、
だ
き
た
い
と
恩
う
わ
け
で
ど
ざ
い
ま

す。
次
に
、
ノ
特
別
会
計
w
h

移
h
y
ま
す
¢

特
別
会
計
の
中
の
と
事
場
特
別
会
計
で
ど
ざ
い
ま
寸
e

稲
作
農
業
の
舷
換

と
い
う
中
K
L
V
い
て
は
畜
建
業
の
振
興
と
い
う
も
の
も
一
つ
の
柱

κ念
っ
て

b
る
わ
け
で
ど
ざ
い
主
す
の
館
山
市
は
稲
作
転
換
の
自
玉
瀦
ロ
聞
と
し
て
と
れ

設
で
行
わ
れ
て
き
た
と
と
は
牧
草
地
の
普
及
が
主
た
る
も
の
で
あ
る
わ
け
で

ど
ざ
い
を
す
?
と
の
と
と
は
や
は

b
酪
農
の
援
興
で
ど
ざ
M

れ
ま
し
て
、

ζ
れ

K
伴
う
と
ζ

ろ
の
食
肉
即
時
係

κ
っ
き
空
し
て
も
関
連
し
て
普
及

4

さ
せ
る
わ
け

で
ど
ざ
加
重
す
る
け
れ
ど
も
、
と
畜
場
特
別
会
計
に
・
砕
い
て
昨
年
度
と
遣
う

と
と
は
‘
今
回
職
員
が
廃
止
さ
れ
て
臨
時
職
員
の
賃
金
と
い
う
と
と
で
五
百

六
十
二
万
六
千
円
が
計
上
さ
れ
て
b
る
わ
け
で
ど
ざ
い
ま
す
の
稲
作
転
換
事

業
の
中

κか
い
て
と
畜
場
の
運
営
強
化
を
し
て
い
か
、
な
け
れ
ば
な
ら
念
い
の

で
あ
っ
て
‘
と
の
商
代
つ
川
町
て
は
や
は
・
9
正
規
の
職
員
を
も
司
て
行
政
機
構

の
中
で
も

A
V

て
十
分
管
理
‘
運
営
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
た
だ
さ
え
い
h

も
ち
る
ん
賃
金
と
い
う
と
と
で
も
っ
て
、
臨
時
級
一
国
民
で
ま
か
な
弓
て
‘

-25-
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が
で
き
一
な
い
と
い
う
ζ
と
は
念
か
ろ
う
か
と
患
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
し
か
し

念
が
ら
長
期
的
念
展
望
を
も
っ
走
ら
ば
‘
市
の
職
員
を
充
当
す
る
の
が
本
来

じ
事
な
か
ろ
う
か
と
患
い
合
し
て
、
と
の
函

κ
つ
い
て
は
今
回
は
賃
金
で
被

え
ゐ
も
.
の
と
患
い
ま
す
.
け
れ
ど
も
、
十
分
検
討
し
て
い
た
だ
き
た
怖
と
と
を

要
望
す
る
わ
け
で
ど
ざ
い
ま
す
e

国
民
宿
血
清
特
別
会
計

κつ
い
て
で
ど
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
と
れ
か
ら
低

成
喪
下

K
入
h
y
一
重
し
で
と
う
し
た
と
ζ

ろ
の
国
民
宿
舎
の
利
用
紙
高
量
二
、

き
て
'
h
F

る
と
い
う
と

ιを
間
柄
て
絞
る
わ
け
で
ど
ざ
加
ま
す
e

し
か
し
な
が

ら
鳩
山
荘
に

b
・3
唾
す
と
乙
ろ
の
会
計
段
非
常
に
著
し
い
も
の
が
ど
ざ
い
ま

す
1

そ
う
い
う
中
k
b
M
W
て
‘
今
日
と
の
績
の
経
営
に
つ
い
で
は
ザ
一
般
の
宿

泊
者
の
み
だ
け

K
と
ど
ま
ら
ず
、
雑
収
入
利
益
を
非
常

K
ふ
や
し
て
い
〈
と

M
U
9
と
と
が
近
代
的
な
旅
館
経
営
.
宿
泊
経
営
と
い
う
と
と
が
君
わ
れ
て

b

・9
3
ナ
。
多
磁
的
念
経
営

i
i
宿
泊
施
殺
の
中
に
プ
ー
ル
を
つ
〈
q

た
h

ヘ

ゴ
ル
フ
場
を
つ
ぐ
A
q

た
・
夕
、
同
引
ろ
柿
る
な
そ
う
加
う
も
の
を
や
り
な
が
ら
‘

ぞ
う
柿
う
も
の
を
百
玉
に
し
な
が
ら
)
本
来
の
宿
泊
の
ほ
か
の
収
入
と
い
う

も
の
を
も
唱
で
総
合
的
な
経
営
と
い
う
も
の
が
念
さ
れ
る
と
い
う
の
が
今
震

の
鵡
勢
で
ど
ざ
い
t
命
令
。
国
民
宿
舎
は
そ
う
し
た
も
の
が
被
け
ら
れ
念
い
菌

が
あ
る

K
し
で
も
、
発
庖
の
売
上
収
入
が
玄
十
万
と
い
う
と
と
で
も
っ
て
ほ

ほ
定
着
し
て
か
る
‘
し
た
が
い
ま
し
て
ζ
ζ

ら
へ
ん
の
究
忠
雄
帯
に
つ
加
で
は

や
は
り
館
山
市
の
意
，
物
‘
ぞ
う
い
う
物
盤
底
等
、
も
入
れ
る
中
陪
か
い
て
.
館

山
市
の
地
場
彦
業
の
振
興
?
さ
ら

κは
と
の
経
営
の
合
理
化
、
と
う
い
う
も

の
K
充
て
て
も
ら
え
念
い
か
と
凶
う
よ
う
K
患
う
わ
け
で
ど
ざ
い
ま
し
て
‘

と
ζ

ら
叫
ん
の
検
討
を
か
願
悼
し
た
悼
と
思
ラ
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
・

も
う
で
麻
段
、
雑
入
の
ゆ
で
も
4

て
違
約
金
そ
の
他
が
百
十
一
万
四
千
珂

と
刷
う
も
の
が
計
上
さ
れ
て
か
る
わ
け
で
ど
ざ
い
ま
す
e

非
常

κ大
き
念
額

で
は
な
い
か
と
い
う
ふ
う
に
忠
わ
れ
る
わ
け
で
ど
ざ
加
ま
す
。

ζ

の
点
K
つ

加
て
は
‘
逸
品
官
金
を
取
る
レ
と
い
う
ζ

と
で
苔
万
円
を
超
え
る
と
い
う
と
と
は

と
av

加
う
施
設
の
内
容
か
ら
い
っ
て
本
意
念
も
の
じ
宇
念
い
と
思
う
わ
け
で

ど
ざ
加
全
寸
。
む
し
ろ
違
約
金
等
も
と
ら
な
い
で
ス
ム
ー
ズ
に
'
宿
泊
朝
周
と

い
う
も
の
が
で
き
る
£
一
う
に
し
て
い
〈
ζ
ト
と
が
ぷ

b
Eし
い
運
営
方
法
だ
と

思
う
わ
け
で
ど
ざ
い
ま
す
。
と
れ

κは
私
ば
予
約
制
度
に
伴
う
と
と
る
の
麗

矛
盾
が
ζ

う
い
う
と
こ
ろ
に
出
て
刷
る
ん
じ
宇
な
怖
か
、
非
常
K
早
〈
か
ら

夏
季
の
予
約
一
玄
々
と
い
う
と
・
と
が
あ
る
け
れ
ど
も
‘
と

9
u
n
う

も

の

は

逸
品
前
金
払
っ
て
も
云
々
と
い
う
中
で
も
う
て
1

多
額
な
違
約
金
が
当
初
予
算

の
中
に
か
い
て
百
万
以
上
の
も
の
を
計
上
し
て
加
か
怠
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

い
う
と
と
付
、
私
は
姿
勢
と
し
て
は
あ

4
z
b好
ま
し
い
も
の
じ
帯
念
い
よ
う

K
恩
わ
れ
る
わ
け
で
ど
ざ
い
ま
し

t
‘
ζ

の
違
約
金
の
問
題
に
つ
量
Z
Z
し
て

は
、
収
入
と
し
て
上
が
る
ζ

と
は
結
構
骨
で
す
け
れ
ど
ら
、
む
し
ろ
事
業
寝
入

で
上
が
る
ベ
ぐ
努
力
、
改
善
を
か
顧
加
し
た
い
と
思
い
ま
す
e

以
上
、
要
留
意
見
を
付
け
ま
し
て
、
一
一
般
会
計
誕
び

K
特
別
会
計

K
つ
い

て
賛
成
す
る
も
の
で
ど
ざ
怖
を
す
の
で
、
十
分
た
だ
い
ま
指
構
し
ま
し
た
よ

う
念
意
見
を
参
酌
さ
れ
ま
し
で
、
と
の
執
行
に
あ
た
づ
て
い
た
だ
き
ま
ナ
と

と
を
会
願
H

引
い
た
し
ま
し
て
終
り
た
い
と
患
い
ま
す
の
〈
拍
手
V

O
議
受
ハ
申
間
関
勇
治
郎
君
〉
通
告
者

κよ
る
討
論
を
終
h
p
ま
す
れ

通
告
者
以
外
で
酎
検
ど
ざ
い
量
一
せ
ん
か
。

i
i討
輸
な
し
と
認
め
量
す
。

以
上
せ
討
論
を
終
り
ま
す
e

ー量ら四

操

決

O
議
長
ハ
省
関
勇
治
郎
君
V

ζ

れ
よ
b
y
採
決
・
を
行
い
ま
す
e

採
決

κ議
た
h
y
ま
し
て
信
分
割
し
て
採
決
加
え
し
告
す
。
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M
4
d
J
A
E
W

イ
を
ず
一
議
案
第
一
二
号
昭
和
五
十
一
一
一
年
一
俊
一
般
会
貯
予
算
、
に
つ
M
U

て
起
立
に
主

h
y
採
決
い
た
じ
量
す
。

幽
融
業
第
一
二
号
K
づ
い
て
の
委
員
置
択
の
報
告
は
原
案
可
決
で
あ
b
会
す
。

委
員
予
の
報
告
ど
か

b
決
す
る
と
と
に
賛
成
の
諸
君
の
起
立
を
求
め
ま
す
。

〈
賛
成
者
起
立
》

O
議
夷
ハ
宮
間
福
芳
治
郎
君
〉
起
立
多
数
で
あ
h
y
ま
す
e

よ
q

て
議
案
第
一
-
一
号

昭
和
五
十
三
年
度
一
般
会
計
予
算
は
原
案
ど

b
b可
決
さ
れ
ま
し
た
。

次
い
で
議
案
第
四
号
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
予
算
K
つ
い
て
起
立

κょ，

h
y
謀
、
決
を
行
い
主
す
.

.

 

議
案
第
四
号

κ
つ
い
て
の
番
員
一
畏
の
報
告
は
原
案
可
決
で
あ
タ
ま
す
e

委
員
畏
の
報
告
ど
か
h
y
決
す
る
ζ

と

κ質
成
の
諸
君
の
起
立
を
求
め
ま
す
e

〈
賛
成
者
起
立
)

0
畿
喪
(
・
審
問
自
明
治
郎
君
》
起
立
多
数
で
あ
h
y
ま
す
e

よ
号
て
議
案
第
四
号

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
予
算
は
原
案
ど

hwb
可
決
さ
れ
ま
し
た
・

次
い
で
議
案
館
五
号
乃
奈
議
案
第
九
号
各
特
別
会
計
予
算
を
一
括
し
て
採

決
い
た
し
4
Z

す。

議
案
第
五
号
万
歪
犠
索
第
九
号
各
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て
の
委
員
畏
の

報
告
綜
原
案
可
決
で
あ
り
ま
す
の

各
特
別
会
計
予
算
を
委
員
長
の
報
告
・
ど
h
g
h
p

可
決
す
る
と
と
に
街
異
議
ご

ざ
い
合
せ
ん
か
e

ハ
『
異
議
念
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
・
9
v

O
穣
喪
主
ロ
回
勇
治
郎
君
)
御
異
議
念
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
雛
祭
第
五

号
乃
歪
議
案
第
九
号
の
各
特
別
会
計
予
算
は
原
索
ど
か

b
可
決
さ
れ
空
し
た
の

鯖

願

脅

の

上

程

、

‘ 〉
￥ F 

j九、、、、、
‘ 九

、、

、一，

J 

、
r 

。
議
長
《
省
鼠
菌
汚
治
副
知
第
V

ム
日
程
第
五
‘
諦
覇
第
一
一
号
日
中
平
和
友
好
条
約

締
結
促
進
K
関
す
る
諦
積
書
を
議
題
と
加
え
し
ま
す
。

諦
願
第
一
号
田
中
平
和
友
好
条
約
締
結
促
進

κ関
す
る
諦
願
書

総
務
常
任
曇
員
長
報
告

。
緩
臣
賞
〈
吉
田
勇
治
郎
君
》
ー
た
だ
い
ま
難
題
と
な
り
ま
し
た
荷
額
省
は
‘
去

る
一
一
斉
十
四
日
の
本
会
議
に
ゃ
い
で
一
総
務
委
員
会
K
付
託
さ
れ
た
も
の
で
る

b
ま
す
。
主
喧
て
こ
れ
よ
h
p
本
欄
願

κ対
ナ
る
総
務
委
員
会
w
h
砕
け
る
審
査

f

の
経
過

κっ
き
委
員
同
骨
(
の
報
告
を
求
め
宝
す
@

一
二
議
議
員
柴
原
}
雄
君
御
登
壇
願
い
ま
す
a

議
場
常
任
委
員
長
栗
原
一
雄
君
壷
壇
〉

。
総
務
常
任
委
員
長
〈
栗
原
一
雄
君
}
川
選
全
一
で
月
十
四
日
開
会
の
本
会
議

κ

砕
き
ま
し
て
本
委
員
会

κ付
託
さ
れ
ま
じ
た
諦
願
第
一
号
日
中
平
和
友
好
条

締
締
結
促
進

κ闘
す
る
諦
願
書
K
つ
い
て
‘

'r・
五
埋
葬
賞
金
を
招
集
し
i

審

査
を
行
加
重
し
た
e

以
下
審
査
の
経
過

κ
つ
同

τ御
報
告
由
申
し
上
げ
ま
す
の

本
楕
願
書
K
つ
き
ま
し
て
は
.
国
政

κ
か
け
る
重
要
な
政
治
課
題
と
し
て

論
議
さ
れ
て
シ
る
問
題
で
あ

b
.
ま
た
M

円
安
K
闘
す
る
問
題
で
も
あ
り
ま
す

の
で
‘
注
が
慎
重
に
箸
交
を
要
す
る
と
の
観
点
か
ら
閉
会
中
の
継
続
審
査
と

す
ゐ
ζ

と
に
決
定
加
た
し
ま
し
た
の
で
‘
御
了
承
賜
b
a
z
す
よ
う
hv
願
い
い

え
し
を
す
。

‘0
畿
畏
ハ
脊
箇
勇
治
郎
君
〉

..;.-27-

以
上
で
委
員
畏
の
報
告
を
終
り
ま
す
。

継

続

審

査

に

つ

い

て

O
議
畏
(
古
田
一
闘
湧
柏
市
郎
君
ν

ー
影
務
り
い
た
し
ま
す
e

た
だ
い
を
の
委
員
長
報
告
の
と
か

b
、
‘
本
輔
願
を
閉
会
中
の
継
続
審
査
と



い
え
し
ま
す
と
と
に
御
異
議
あ
り
ま
せ
ん
か
。

(
「
異
議
念
し
」
と
呼
ぶ
者
あ

b
〉

O
議
畏
〈
吉
田
勇
治
郎
君
〉
御
異
議
念
し
と
認
め
ま
す
。

ぇ。

-qて
決
し
ま
し

欝

上

揖

案

の

O
議
長
ハ
吉
田
勇
治
郎
君
)
日
程
第
六
、
議
案
第
二
十
八
号
館
山
市
助
役
の

選
任
K
つ
い
て
を
議
題
と
い
た
し
ま
す
。

議
案
の
親
読
を
顕
い
ま
す
。

〈
書
記
朗
読
〉

議
案
策
二
十
八
号
館
山
市
助
役
の
選
任

κ
つ
い
て

し
蹟
霧
の
内
容
瀧
明

O
議
畏
(
吉
田
勇
治
郎
君
)
議
案
の
説
明
を
求
め
ま
す
e

〈
市
畏
半
沢
良
一
一
定
登
壇
〉

O
市
一
夫
ハ
半
沢
良
一
一
指
〉
提
案
理
由
の
御
説
明
を
南
申
し
上
げ
ま
す
e

現
助
役
の
菅
野
茂
樹
君
が
一
身
上
の
都
合
に
よ
り
、
一
一
一
月
十
日
付
け
を
も

っ
て
辞
表
の
提
出
が
ど
ざ
い
ま
し
た
.
事
情
一
や
む
を
得
念
い
も
の
と
考
え
ま

し
て
三
月
三
十
一
日
付
け
を
も
っ
て
退
任
い
た
さ
せ
る
ζ

と
に
い
た
し
ま
し

た
。
し
た
が
い
重
し
て
‘
三
十
一
日
を
も
っ
て
助
役
が
欠
け
る
と
と

κな
歩

合
す
の
で
、
そ
の
後
任
と
し
て
現
在
の
小
倉
澄
男
市
長
公
室
長
を
任
命
い
た

、
し
た
い
と
存
じ
ま
す
e

品
取
、
も
適
任
者
と
考
え
ま
す
の
で
‘
皆
さ
ん
方
の
御
賛

成
を
い
た
だ
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

、
。
議
躍
世
ハ
省
間
勇
治
郎
君
〉
以
上
で
説
明
は
終
り
ま
し
た
。

織
質
疑
を
願
い
ま
す
。
御
質
疑
ど
ざ
い
ま
せ
ん
か
。

i
l御
質
疑
念
し
&

認
め
ま
す
。委

員
会
付
託
。
省
略

O
議
得
一
〈
官
ロ
図
勇
治
郎
君
v

b

諮

b
い
た
し
ま
す
e

本
実
に
つ
h
て
は
委
員
会
の
付
託
並
び
に
討
論
を
省
略
し
て
直
ち
K
採
決

す
る
と
と
に
御
異
議
あ
h
y

ま
せ
ん
か
。

A

ハ
「
異
議
念
し
」
と
呼
ぶ
者
あ

h
)

O
議
白
衣
〈
吉
田
勇
治
郎
君
)
徹
異
議
念
し
と
寵
め
ま
す
。

採

決

。
議
臣
賞
ハ
吉
田
勇
治
郎
秀
y

e
と
れ
工
b
p
採
決
い
え
し
ま
す
。

助
役
選
管
K
つ
い
て
同
意
を
求
め
る
件
付
‘

ζ

れ
K
同
意
す
る
と
と

κ御

異
議
あ
り
ま
せ
ん
か
e

(
「
異
議
念
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
h
y
)

、

O
議
長
ハ
吉
田
勇
治
郎
君
》
御
異
議
念

ιと
認
め
ま
す
P

よ
号
て
助
役
選
任

に
つ
い
て
同
意
を
求
め
る
件
は
、
と
れ
に
同
意
す
る
と
と

κ決
し
ま
し
た
。

.....~8~ 

間

会

午
後
零
時
五
十
五
分
閉
会

O
議
長
〈
吉
国
勇
治
郎
君
〉
以
上
で
な
一
月
一
二
日
怒
集
の
第
一
国
市
議
会
定
例

会

κ付
議
さ
れ
ま
し
た
案
件
は
す
べ
て
議
7
加
え
し
ま
し
た
。
よ
っ
て
本
定

例
会
を
と
れ

K
て
閉
会
い
た
し
た
い
と
患
い
ま
す
。
と
れ
K
御
異
議
あ
b
ま

ぜ
ん
か
。

(
『
異
議
念
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〉

O
議
闘
賞
〈
世
間
回
勇
治
郎
君
〉
御
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
e

よ
っ
て
本
日
を
も

っ
て
第
ヤ
国
市
議
会
定
例
会
は
閉
会
す
る
と
と
K
決
定
加
え
し
ま

ιた
e



。
本
自
の
会
議
K
“
討
し
た
一
事
件

一
、
議
案
第
三
号
乃
蛋
議
案
第
二
十
六
号

て
議
案
第
二
十
八
号

一
.
諦
顕
第
一
号

_~'-:; ，~. _".喫伊
、"‘ i 

地
方
自
治
法
第
百
二
十
三
条
第
二
項
の
規
定

wht・
9
署
名
す
る
e

、

館
山
市
議
会
議
畏

‘『邑

回

勇

治

郎

館
山
市
議
会
議
員

松

下

正

己

館
山
市
議
会
議
員

西

村
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